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一
九
〇
五
年

「第
二
次
日
韓
協
約
」

海

野

福

寿

一

は
じ
め
に
1

日
韓
旧
条
約
無
効
論
一

1

日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
と
の
国
交
正
常
化
交
渉
が

一
九
九

一
年

一
月
に
始
ま

っ
て
か
ら
、
間
も
な
く
三
年
に

も
な

る
。
し
か
し
、
昨
年

(
一
九
九
二
年
)

一
一
月
の
第
八
回
交
渉
後
、
再
開
の
め
ど
も
立
っ
て
い
な
い
。

交
渉
の
進
展
を
阻
む
日
朝
間
の

「基
本
問
題
」
を
め
ぐ
る
対
立
点
の

一
つ
に
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
歴
史
的
規
定
が
あ
る
。
北
朝
鮮
側

は
、

一
九

一
〇
年
の

「韓
国
併
合
条
約
」
な
ど
過
去
の
条
約
は
不
法
で
あ
り
、
当
初
か
ら
無
効
で
あ

っ
た
、
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
日
本

側
は
、
諸
条
約
は
合
法
的
に
締
結
さ
れ
有
効
に
実
施
さ
れ
た
、
と
主
張
す
る
。
北
朝
鮮
側
は
、
韓
国
併
合
を

「
歴
史
の
捏
造

の
結
果
」
と

と
ら
え
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
合
法
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
補
償
の
対
象
期
間
、
範
囲
、
金
額
を
広
げ
た

い
考
え
で
あ
る
と

一
般

に
み
ら
れ
て
い
る
。
反
対
に

「韓
国
併
合
条
約
」
等
を
合
法

・
有
効
と
し
、
植
民
地
支
配
の
不
法
性
を
否
認
す
る
日
本
側

の
主
張
に

は
、
当
時
適
法
に
行
わ
れ
た
徴
兵
、
徴
用
な
ど
に
よ
る
被
害
は
補
償
の
対
象
に
な
ら
な
い
、
と
結
論
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ

れ
る
。



日
朝
交
渉
の

「入
り
口
論
議
」
で
あ
る

「韓
国
併
合
条
約
」
等
の
有
効

・
無
効
論
が
争
わ
れ
た
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
日

韓
会

談
で
も
最
大
の
係
争
点
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

大
韓
民
国

(韓
国
)
側
が
、
「韓
国
併
合
条
約
」
な
ど
は
日
本
の
侵
略
的
不
法
行
為
の
結
果
な

の

で
、
当
初
か
ら
無
効

・
不
存
在
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
の
に
対
し
、
日
本
側
は
、
併
合
条
約
以
前

の
諸
条
約

・
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
が
規
定
す
る
条
件
の
成
就

ま
た
は
併
合
条
約
の
発
効
時
に
失
効
し
、
併
合
条
約
は
、
大
韓
民
国
が
独
立
し
た

一
九
四
八
年
八
月

一
五
日
に
失
効

し
た
も
の
と
解
釈
す

る
、

と
主
張
し
た
。
結
局
は

「韓
国
併
合
条
約
」
の
性
格
や
植
民
地
支
配
の
歴
史
的
責
任
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
棚

上
げ
し
、
コ

九

一

〇
年
八
月
二
二
日
以
前
に
大
日
本
帝
国
と
大
韓
帝
国
の
間
で
締
結
さ
れ
た
す
べ
て
の
条
約
及
び
協
定
は
、
も
は
や
無
効
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
」
(第
二
条
、
傍
点
筆
者
)
と
記
し
た

「
日
韓
基
本
条
約
」
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
で
は
調
印
時
に
お
け
る
旧

条
約

の
無
効
を
規
定
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
い
つ
か
ら
無
効
な
の
か
を
明
示
し
な
い
、
国
際
条
約
と
し
て
は
異
例

の
も
の
、
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
日
本
政
府
は
、
こ
の

「
日
韓
基
本
条
約
」
の
枠
組
み
を
も
う

一
度
目
朝
交
渉
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

二

脅
迫
に
よ
る
協
約
締
結

「
韓
国
併
合
条
約
」
な
ど
、
日
本
が
大
韓
帝
国

(韓
国
)
と
結
ん
だ
と
す
る
諸
条
約
が
、
そ
の
当
初
か
ら
無
効
と
す
る
論
拠
の
第

一
は
、

植
民
地
化
の
起
点
と
な

っ
た
保
護
条
約

で
あ

る

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
(韓
国

・
北
朝
鮮
で
は
乙
巳
条
約
、
乙
巳
五
条
約
と
い
う
)
の
締

結

は
、
日
本
の
武
力
的
威
嚇
に
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
こ
の
協
約
を
前
提
と
し
て
締
結
さ
れ
た

「
韓
国
併
合
条
約
」
も
ま
た
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
の
国
連
国
際
法
委
員
会
が
国
連
総
会
に
提
出
し
た
報
告
書
は
、
「
条
約
の
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
又
は
承
認
を
得

る
た

め

に
、
個
人
の
人
身
、
又
は
個
人
的
な
能
力
に
対
し
て
強
制
又
は
強
迫
を
加
え
る
行
為
は
、
国
家
が
条
約
の
無
効
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
必
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然
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

一
般
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
あ
と
で
、
実
例
と
し
て

「保
護
条

約
の
受
諾
を
得
る
た
め
韓
国
皇
帝
及
び
そ
の
閣
僚
に
加
え
ら
れ

た
強
制
」
、
つ
ま
り
強
制
に
よ
る

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
を
無
効
条
約
の

「

(
1

)

一
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

今
日
で
は

「
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
(
一
九
六
九
年
採
択
、

一
九
八
○
年
発
効
、

一
九
八

一
年
加
入
)

に
お
い
て
Y
「国
の

同
意

の
表
明
は
、
当
該
国
の
代
表
者
に
対
す
る
行
為
又
は
脅
迫
に
よ
る
強
制
の
結
果
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
い
か
な
る
法
的

効
果
も
有
し
な
い
」
(第
五

一
条
)
と
明
確
に
規
定
し
、
国
の
代
表
者
個
人
に
対
す
る
強
制
の
結
果
、
締
結
さ
れ

た
条
約
は
法
的
効
力

を

(
2
)

.有
し
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
原
則
は

一
九
〇
五
年
当
時
、
す
で
に
定
着
し

て

い
・た
国
際
法
上
の
常
識

で
あ

る
。
韓
国
併
合
時
の
外
務
省
政
務
局
長
倉
地
鉄
吉

は
、

日
本
法
律
学
校
第
四
期
講
義
録

『
国
際
公
法
』
(
一
八
九
九
年
力
)
に
お
い
て
、
条
約
締
結
に
際
し
て
の
、
国
家

に
対
す
る
強
制
と
、

サ

ヨ

国
家

の
代
表
個
人
に
対
す
る
強
制
と
を
区
別
し
、
前
者
は
必
要
に
応
じ
容
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後
者
は
完
全
な
合
意
と
は
い
え
ず
、

条
約

は
無
効
で
あ
る
、
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「条
約

ノ
締
結

二
従
事
シ
タ
ル
者
其

レ
自
身

二
対
シ
強
暴
、
脅
迫
等
ノ
行

ハ
レ
タ
ル
ト
キ

ハ
、
其
者
ノ
発
表
シ
タ

ル
所
ノ
意
志
ナ
ル
モ

・
ノ

ハ
、
到
底
之
ヲ
真
正
ノ
モ
ノ
ト
見
倣
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
、
合
意
ノ
完
全

ハ
蝕

二
破
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
上
言

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

従

テ
此

・
場
合

二
於
テ

ハ
Y
条
約

八
浜

シ
テ
有
効
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
聡
い

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

「第
二
次
日
韓
協
約
」
は
韓
国
代
表
個
人
に
対
す
る

「強
暴
、
脅
迫
」
を
通
じ
て
締
結
さ
れ

た
。
そ
の
具
体
的

だ
経
過
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
資
料
と
し
て

「韓
国
特
派
大
使
伊
藤
博
文
復
命
書
」
を
は
じ
め
関
連
外
交
文
書
が
外
務
省
編

『
日
本
外
交

文
書
』
三
八
巻
,一
冊

(
一
九
五
八
年
)
、
市
川
正
明
編

『
韓
国
併
合
史
料
』
1

(
一
九
八
六
年
、
原
書
房
、
金
正
明
編

『
日
韓
外
交
資
料
集

成
』

六
巻
上

〈
」
九
六
四
年
、
巌
南
堂
書
店
〉
と
掲
載
資
料
は
同

一
)
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
林
権
助
述

『
わ
が
七
十
年
を
語
る
』
(
一



ハ
る
　

九
三
五
年
、
第

一
書
房
)
、
西
四
辻
公
売

『
幕
末
外
交
秘
話
』

(
一
九
三
〇
年
)
な
ど
関
係
当
事
者

の
回
想
も
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
側
資
料

と
し
て
、
鄭
喬

『
大
韓
季
年
史
』

(『韓
国
史
料
叢
書
』
第
五
所
収
)
、
黄
弦

『梅
泉
野
録
』
(『韓
国
史
料
叢
書
』
第

一
所
収
、
朴

尚
得

訳

〈
一
九

九
〇
年
、
国
書
刊
行
会
〉
も
あ
る
)
、
宋
相
煮

『
騒
騒
随
筆
』
(『韓
国
史
料
叢
書
』
第
二
所
収
)、
朴
股
植

『韓
国
痛
史
』
(
一
九
四

六
年
、
三
乎
閣
)
な
ど
同
時
代
の
歴
史
家
の
記
録
が
あ
り
、
協
約

の
強
制
調
印
に
至
る
経
過
を
か
な
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
研

究
論
文
も
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
交
渉
に
あ
た

っ
た
駐
韓
公
使
林
権
助
と
遣
韓
特
派
大
使
伊
藤
博
文
の
行
動
を
中
心
に
み
る
こ
と
に
し
た

い
。日
本
が
韓
国
に
保
護
権
を
設
定
す
る
た
め
の
実
行
案
は
、

一
九
〇
五
年

一
〇
月
二
七
目
の
閣
議
決
定
、
同
日
天
皇
裁

可

の
方
針

に
よ

蘂

一
〇
旦

六
日
・
日
羅

和
条
約
調
印
を
お
レえ
て
米
国
か
ら
帰
国
し
た
小
村
寿
太
郎
外
相
の
原
案
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
ω
条
約

文
原
案
、
②
調
印
後
、
公
表
前
に
英
米
は
じ
め
独
仏
政
府
に
通
知
し
、
各
国
が
韓
国
と
結
ん
で
い
る
既
存
の
条
約

の
継
承
等

の
宣
言
、
③

一
一
月
初
旬
実
行
、
㈲
条
約
締
結
全
権
の
林
公
使

へ
の
委
任
、
⑤
韓
国
皇
帝

へ
親
書
捧
呈
の
勅
使
派
遣
、
⑥
長
谷
川
婦
道
韓
国
駐
割
軍
司

令
官

へ
の
協
力
命
令
、
㎝
日
本
軍
隊
の
ソ
ウ
ル
集
結
、
⑧
韓
国
政
府
の
同
意
を
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、

一
方
的
に
韓
国

に
対
し
保
護
権
確

立
の
宣
言
、
列
国
に
事
情
説
明
を
行
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
に
も
と
づ
き
、
小
村
外
相
は
条
約
締
結
の
権
限
と
訓
令
を
上
京
中
の
林
公
使
に
与
え

(二
八
日
)
、
ソ
ウ
ル
に
帰
任
さ

せ
た

(三

一
日
東
京
発
)。
ま
た
、
閣
議
に
先
立
ち
、
小
村
は
大
磯
の
伊
藤
博
文
を
二
回
訪
問
し
た
。

一
回
目
は
林
が
同
行
し
、

二
回
目
は
山
県
有

　
　
　

朋
が
同
席
し
た
。
小
村
は
政
府
の
満
韓
経
営
方
針
を
説
明
し
、
伊
藤
の
波
幕
の
内
諾
を
え
た
。

一
一
月
二
日
、
天
皇
は
伊
藤
に

「特
派
大

　
　
　

使
と
し
て
韓
国
に
赴
く
べ
き
こ
と
を
命
じ
」
た
。

　　

　

外

交
上
の
正
式
代
表
は
林
公
使
で
あ
り
、
伊
藤
は

「
唯

≧
特
派
大
使
と
し
て
韓
廷
に
対
す
る
聖
旨
の
徹
底
に
筋
め
」
る
役
割
り
、
す
な

わ
ち
韓
国
皇
帝
説
得
用
の
使
節
で
あ
る
。
し
か
し
、
協
約
締
結
を
事
実
上
主
導
し
た
の
は
伊
藤
で
あ
っ
た
。

4



伊
藤
大
使
は

=

月
五
目
、
枢
密
院
書
記
官
長
都
築
馨
六
以
下
随
員
と
と
も
に
出
発
、
八
日
釜
山
着
、
九
日
ソ
ウ

ル
へ
入
京
、
翌

一
〇

日
、
林
公
使
と
と
も
に
韓
国
皇
帝
高
宗
に
謁
見
し
、
天
皇
の
親
書
を
奉
呈
し
た
。
親
書
は
保
護
国
化
を
明
記

せ
ず
、

「
両
帝
問
ノ
結
合
ヲ

　
　
　

一
層
輩
固
ナ
ラ
シ
メ
ム
コ
ト
極

メ
テ
緊
要
ナ
リ
ト
ス
、
其
ノ
方
法

二
至
リ
テ

ハ
、
朕
、
政
府

二
命
シ
之
ヲ
確
立
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
間
接
的

に
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
皇
帝
は
す
で
に
知

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
帰
任
し
た
林
公
使
が
、
前
参
政
で
経
理
院
長
の
沈

　　
ね

稲
葉

に
日
本

へ
の
外
交
権
受
任
を
説
明
し
、
内
奏
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

伊
藤
大
使

・
林
公
使
の
連
係
プ
レ
イ
に
よ
る
交
渉
は
、

一
五
目
か
ら

一
七
日
に
か
け
て
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
短
期
間
に
強
行
し
た
の

は
、

伊
藤
が

「見

ル
所

二
依
レ
ハ
、
事
遷
延
セ
ハ
、
韓
国
ノ
内
閣

ハ
或

ハ
総
辞
職
ノ
挙

二
出
テ
、
為

二
我
力
対
談
ヲ
遂
ク

ヘ
キ
当
事
者
ヲ

失

フ
ノ
虞
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
韓
国
政
府
ノ

一
部

二
於
テ

ハ
、
飽

マ
デ
協
議
ヲ
拒
ミ
、
以
テ
新
協
約
ノ
成
立
ヲ
妨
ケ
、
日
本
政
府
ノ
為

ス

カ
盤

二
放
任
シ
テ
世
界
ノ
公
論

二
訴
フ
ル
ニ
如
カ
ス
ト
ナ
ス
ノ
議
論
伏
在
セ
ル
ラ
以
テ
、
事

ノ
遷
延
ヲ
不
得
策
ナ
リ
ト
認
堆
い
た
た
め
で

あ
る
。

交
渉
の
経
過
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
文
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
協
約
の
無
効
を
証
拠
づ
け
る
武
力
的
威
迫
、
脅
迫
的
言
辞
、
不
法
行

為
を
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈
武
力
的
威
迫
〉

①

ソ
ウ
ル
南
山
倭
城
台

一
帯
に
軍
隊
を
配
置
し
、

一
七
、

一
八
両
目
は
王
城
前
、
鐘
路
付
近
で
歩
兵

一
大
隊
、
砲
兵
中
隊
、
騎
兵
連
隊

　
お
　

の
演
習
を
行

い
威
圧
し
た
。

②

一
七
日
夜
、
伊
藤
は
参
内
に
際
し
、
長
谷
川
韓
国
駐
割
軍
司
令
官
、
佐
藤
憲
兵
隊
長
を
帯
同
し
、
万

一
の
場
合
た
だ
ち
に
陸
軍
官
憲

　レ
　

に
命
令
を
発
し
う
る
態
勢
を
と

っ
た
。
「長
谷
川
好
道
及
其
部
下
各
武
官
多

数
、
歩
兵

・
騎
兵

・
憲
兵
与
巡
査
及
顧
問
官

・
輔
佐
員
、

連

続
如
風
雨
、
而
馳
人
聞
中
、
拙
守
各
門

・
漱
玉
軒
照
尺
重
重
囲
立
、
銃
刀
森
列
如
鉄
桶
、
内
政
府
及
宮
中
、
日
兵

亦
排
立
、
其
恐
喝

5



(
15
)

気
勢
、
難
以
形
言
」
と
い
う
。
要
す
る
に
王
宮

(慶
雲
宮
、

の
ち
徳
寿
宮
と
改
称
)
内
は
日
本
兵
に
制
圧
さ
れ
、
そ
の
中
で
最
後
の
交

渉
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

③

一
七
日
午
前

二

時
、
林
公
使
は
韓
国
各
大
臣
を
公
使
館
に
招
集
し
て
予
備
会
商
を
開
い
た
後
、
「君
臣
間
最
後

ノ
議
ヲ

一
決
ス
ル
」

た

め
御
前
会
議
の
開
催
を
要
求
し
、
午
後
三
時
ご
ろ
閣
僚
に
同
道
し
て
参
内
し
た
。
こ
の
際
、
護
衛
と
称
し
て
逃
亡
を
防
止
す
る
た
め

(
16
)

憲
兵
に

「途
中
逃
げ
出
さ
ぬ
や
う
に
監
視
」
さ
せ
た
。
事
実
上
の
拉
致
、
連
行
で
あ
る
。

〈
脅
迫
的
言
辞
V

④

二

月

一
五
日
午
後
三
時
、
皇
帝
に
内
謁
見
し
た
伊
藤
は
、
恩
着
せ
が
ま
し
く

「
韓
国

ハ
如
何

ニ
シ
テ
今
日
二
生
存

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

タ

ル
ヤ
、
将
又
韓
国
ノ
独
立

ハ
何
人
ノ
賜
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
」
と
述
べ
、
皇
帝
の
対
日
批
判
を
封
じ
た
後
、
本
題
の

「貴
国

二
於
ケ
ル
対
外

関
係
所
謂
外
交
ヲ
貴
国
政
府
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
、
我
政
府
自
ラ
代

ツ
テ
之
ヲ
行

フ
」
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
回
答
を
留
保
す

る
皇
帝
に
向
か
い
、
伊
藤
は

「
本
案

ハ
…
…
断
シ
テ
動
ヵ
ス
能

ハ
サ
ル
帝
国
政
府
ノ
確
定
議
ナ
レ
ハ
、
今
日
ノ
要

ハ
唯
タ
陛
下
ノ
御
決

心
如
何

二
存
ス
。
之
ヲ
御
承
諾
ア
ル
ト
モ
、
又
或

ハ
御
拒
ミ
ア
ル
ト
モ
御
勝
手
タ
ツ
ト
難
モ
、
若
シ
御
握
ミ
相
成
ラ

ン
カ
、
帝
国
政
府

ハ
已

二
決
心
ス
ル
所
ア
リ
。
其
結
果

ハ
果
シ
テ
那
辺

二
連

ス
ヘ
キ
カ
、
蓋
シ
貴
個
ノ
地
位
・ハ
此
条
約
ヲ
締
結

ス
ル
ヨ
リ
以
上
ノ
困
難
ナ

(
17
)

ル
境
遇

二
坐
シ
、

一
層
不
利
ナ
ル
結
果
ヲ
覚
悟
セ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
暴
言
を
吐
き
、
威
嚇
し
た
。

⑤

同
席
上
、
逡
巡
す
る
皇
帝
が

「
一
般
人
民
ノ
意
向
ヲ
モ
察

ス
ル
ノ
要
ア
リ
」
と
述
べ
た
の
を
と
ら
え
、
伊
藤
は
そ

の
言
は

「
奇
怪
千

万
」
と
し
、
専
制
君
主
国
で
あ
る
韓
国
の
皇
帝
が

「人
民
意
向
云
々
ト
ア
ル
モ
、
定
メ
テ
是
レ
人
民
ヲ
煽
動

シ
、
日
本
ノ
提
案

二
反
抗

(
18
)

ヲ
試
ミ
ソ
ト
ノ
御
思
召
ト
推
セ
ラ
ル
。
是
レ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
責
任

ヲ
陛
下
自
ラ
執
ラ
セ
ラ
ル
ル
一一
至
ラ
ン
」
と
威
嚇

し
た
。

⑥

同
席
上
、
伊
藤
は
外
交
権
の
委
任
に
限
定
し
、
「其
他

一
切
ノ
国
政

二
至
テ

ハ
勿
論
貴
政
府

ノ
自
治

二
放
任

ス
ル
カ
故

二
、
何
等
国

(
19
)

体

上

二裏

動

ヲ
生

ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
明
言
し
た
が
、
協
約
締
結
後
の
統
監
制
は
、
外
交
権
の
掌
握
に
と
ど
ま
ら
ず
内
政
権
に
も
深

6



く
介
入
干
渉
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
虚
言
で
あ
る
。

⑦

=

月

一
七
目
年
後
八
時
、
あ
ら
か
じ
め
林
公
使
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
従

っ
て
参
内
し
た
伊
藤
は
、
皇
帝
に
召
見

を
申
し
入
れ
、
病

気
と
称
し
て
謁
見
を
拒
否
し
た
皇
帝
か
ら

「協
約
案

二
至
テ

ハ
朕
力
政
府
大
臣
ヲ
シ
テ
商
議
妥
協

ヲ
遂
ケ
シ
メ
ン
」

と
の
勅
錠
を
引
き

(
20

)

出
し
閣
僚
と
の
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
韓
国
閣
議
の
形
式
を
と

っ
た
の
で
、
閣
議
に
外
国
使
臣
で
あ
る
伊
藤
、
林
ら
が
出
席
、
介

入
し
た
こ
と
は
不
法
で
あ
る
。
も
と
も
と
日
本
政
府

の
正
式
代
表
で
は
な
い
伊
藤
の
外
交
交
渉

へ
の
直
接
参
加
も
違
法
で
あ
る
。

⑧

こ
の
席
上
、
「断
然
不
同
意
」
、
「本
大
臣
其
衝

二
当
リ
妥
協
ヲ
遂
ク
ル
コ
ト

ハ
敢
テ

セ

サ
ル
」
と
拒
否
姿
勢
が
明
確
な
朴
齊
純
外
相

の
言
葉
尻
を
と
ら
え
た
伊
藤
は
、
巧
妙
に
誘
導
し

「
反
対
ト
見
倣
ス
ヲ
得

ス
」
と

一
方
的
に
判
定
し
た
。
他
の
四
人

の
閣
員
の
あ
い
ま

(
21
)

い
な
発
言
も
す
べ
で
伊
藤
に
よ
り
賛
成
と
み
な
さ
れ
た
。
歪
曲
で
あ
る
。
と
く
に
協
約
書
署
名
者
で
あ
る
朴
齊
純
外
相
が
反
対
者
で
あ

る

こ
と
を
認
め
な
か

っ
た
。

⑨

同
席
を
終
始
主
導
し
た
伊
藤
は
、
韓
圭
高
参
政
、
閲
泳
綺
度
相
の
二
人

の
反
対
の
ほ

か
は
、
五
人
が
賛
成
と
判
断
し
、
「採
決

ノ
常

規
ト
シ
テ
多
数
決
」
に
よ
る
閣
議
決
定
と
し
て
、
た
だ
ち
に
韓
参
政
に
皇
帝
の
裁
可
を
う
る
よ
う
促
し
、
拒
否
す
る
な
ら
ば

「
予

ハ
我

天
皇
陛
下
ノ
使
命

ヲ
奉

シ
テ
此
任

二
腐

ル
。
諸
君

二
愚
弄
セ
ラ
レ
テ
黙

ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
桐
鳴
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
反

(
22

)

対

の
韓
参
政
は
、
「進
退
ヲ
決
シ
、
謹
テ
大
罪
ヲ
待

ツ
ノ
外
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
涕
泣
し
な
が
ら
辞
意
を
漏
ら
し
、
や
が
て
退
室
し
た
。

(
23
)

韓
参
政
の
辞
任
を
恐
れ
た
伊
藤
は

「余
り
駄

々
ヲ
捏
ネ
ル
様
ダ
ッ
タ
ラ
殺

ッ
テ
シ
マ
へ
、

ト
大

キ
ナ
声
デ
囁
イ
タ
」
と
い
う
。
肉
体

的

・
精
神
的
拘
束
を
加
え
た
う
え
で
の
威
嚇
で
あ
る
。

〈
不
法
行
為
〉

⑩

協
約
書

へ
の
署
名
者
は

「外
部
大
臣
朴
斉
純
」
、
調
印
は

「外
部
大
臣
之
章
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
邸
璽

(職
印
)

で
あ

る
が
、
そ

の

邸
璽
は
公
使
館
員
ら
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ

た
。
二
三
日
付

『
チ
ャ
イ
ナ

・
ガ
ゼ

ッ
ト
』
に
よ
れ
ば
、
「
遂

二
憲
兵
隊

ヲ
外
務
大
臣
官
邸

7



二
派

シ
、
翌
十
八
日
午
前

一
時
、
外
交
官
補
沼
野

ハ
其
官
印
ヲ
奪
ヒ
宮
中

二
帰
リ
、
紛
擾

ノ
末
、
同

一
時
半
日
本
全
権
等

ハ
檀

二
之
ヲ

　
ム
　

取

極
書

二
押
捺
シ
」
た
、
と
の
ソ
ウ
ル
発
電
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

マ
マ

『大
韓
季
年
史
』
も
ま
た

「使
公
使
館
通
訳
員
前
聞
恭
作
、
外
部
補
佐
員
詔
野
、

往
外
部
、
称
有
勅
命
而
求
其
印
、

須
知
分
斯
即
与

之
、
無
数
日
兵
環
囲
外
部
、
防
其
潤
朱
、
日
本
公
使
館
書
記
官
国
分
象
太
郎
、
預
待
於
漱
玉
軒
門
前
、
傍
受
其
印
、
入
会
議
席
遂
捺
之
、

(
25
)

時
十
八
日

(旧
暦
十
月
二
十

一
目
)
上
矢

一
点
鐘
也
」
と
述
べ
、
日
本
公
使
館
員

に
よ
る
邸
璽
入
手
の
経
緯
が
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
前
聞
恭
作
は
二
等
通
訳
官
、
沼
野
安
太
郎
は
外
交
官
補
、
国
分
象
太
郎
は
二
等
書
記
官

で
あ
る
。

伊
藤
の
復
命
書
で
あ
る

「
日
韓
新
協
約
調
印
始
末
」
で
は

「朴
外
相

ハ
其
官
印
ヲ
外
部
主
任
者

二
持
来

ル
ヘ
キ
旨
電
話

ヲ
以

テ
命

終

た
と
し
か
記
し
て
い
な
い
が
・
前
述
の
二
資
料
の
記
述
は
具
体
的
で
あ
り
、
日
本
人
が
強
奪
す
る
よ
う
に
し
て
邸
璽
を
持

・
て
来

　
　
　

た
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

以
上
の
諸
事
実
は
い
ず
れ
も
韓
国
の
代
表
者
個
人
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
威
嚇
的
行
為
ま
た
は
強
制
で
あ
る
。
そ
れ
が
条
約
無
効
の
根

拠
と
な
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
当
時
も

っ
と
も
権
威
あ
る
概
論
書
と
し
て
流
布
し
た
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
高
橋
作
衛

『
平

時
国
際
法
論
』

(
一
九
〇
三
年
、
日
本
大
学
)
も
述
べ
て
い
る
。

「主
権
者
又

ハ
締
結
ノ
全
権
ヲ
有

ス
ル
人
ガ
、
強
暴
又

ハ
脅
迫
ヲ
受
ケ
、
為
メ
ニ
条
約

二
記
名
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ

ハ
、
該
条
約

ハ

有
効

ニ
ア
ラ
ス
。
斯
ル
場
合

二
於
テ

ハ
、
国
家

ノ
名

二
於
テ
条
約
ヲ
為
ス
個
人

ハ
強
迫
ヲ
受
ケ
、
為

メ
ニ
自
由
決
定

ノ
能
カ
ヲ
失

ヒ
タ

　
　
　

ル

モ

ノ
ナ

ル
ヲ
以

テ
、

其

条

約

ハ
拘

束

力

ヲ
生

ス

ル

モ

ノ

ニ
ア

ラ

ス
」

と
。

8

注(
1
)

戸
塚
悦
朗

「
乙
巳
保
護
条
約

の
不
法
性
と
日
本
政
府

の
責
任
」

(国
際
人
権
研
究
会
編

『
一
九
〇

五
年

「韓

国
保
護
条
約
」

は
成
立

し
て
い
た

の



か
』

〈
一
九
九
三
年

四
月
〉
所
収
)
、
『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
三

・
二

・
一
六
。

(2
)

小
川
芳
彦

「
国
際

法
委
員
会
条
約
法
草
案

の

コ
メ
ン
タ
リ
ー
四
」
(関
西
学
院
大
学
法
政
学
会

『
法
と
政
治
』

二
〇
巻

一
号
)
。

(3
)

倉
地
鉄
吉

『
国
際

公
法
』

(
一
八
九
九
年

力
)

一
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
4
)

琴
乗
洞

「
「
乙
巳
保
護
条
約
」

に

つ
い
て
の
資
料

(
そ

の
2
)
」

(『
朝
鮮
研
究
』
四

一
号
所
収

)。

(
5
)

外
務
省

編

『小
村
外
交
史
』

(
一
九
六
六
年
、
原
書
房
)
七

一
九

ペ
ー
ジ
。

(
6
)

韓

国
教
育
部

国
史
編
纂
委
員
会
編

『
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
』

二
五
(
一
九
九
二
年
)
二

一
九
ペ
ー
ジ
に
は
小
村
外
相

の
林
公
使

へ
の
訓
令
書
が

収
録
さ
れ
て

い
る
。

(
7

・
9
)

春
畝

公
道
頚

会

『
伊
藤
博
文
伝
』
下
巻

(
一
九
四
〇
年
)

六
八
○
一

六
八
ニ

ベ
ー
ジ
。

(
8
)

『
明
治
天
皇
紀
』
第

一
一

(
一
九
七
五
年
、
吉

川
弘
文
館
)

三
七
四
ぺ
r
ジ
。

(
10
)

同
右
、
三
七
四
一

三
七
五
ペ
ー
ジ
。

(
11
)

外
務
省
編

『
日
本
外
交

文
書
』

三
八
巻

一
冊

(
一
九
五
八
年
)
四
八
四
一

四
八
五
ペ
ー
ジ
。
「
韓
国
皇
帝

ノ
不
安

除
去

ノ
為

メ
ノ
工
作

蚊

二
伊
藤

特
派
大

使
御
親
書
捧
呈

二
付

キ
報
告

ノ
件
」
。

・

9

(
12
)

同
君
、

四
九
七

ペ
ー
ジ
。
「
韓
国
特
派
大
使
伊
藤
博
文
復
命
書
」
。

(
13
)

『東
京

日
日
新
聞
』
明
治
三
八

・
一
一
・
二
五
。

(
14
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
、

四
九
七
ペ
ー
ジ
。
「
韓
国
特
派
大
使
伊
藤
博
文
復
命

書
」。

(
15
)

『
大
韓
季
年
史
』
下

(
『
韓
国
史
料
叢
書
』

第
五

〈
一
九

五
七
年
、
国
史
編
纂
委
員
会
〉
)

一
七
ニ
ペ
ー
ジ
。

(
16
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』

三
八
巻

一
冊

五
〇
三

ペ
ー
ジ
。
「薪
協

約
調
印
始
末
」
、
林
権
助
述

『
わ
が

七
十
年
を
語

る
』

(
一
九
三
五
年
、
第

一
書

房
)
二
二
四
ペ
ー
ジ
。

(
17
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』

三
八
巻

一
冊

四
九
九
一
五
〇
三
ぺ
ー
ジ
。

「伊
藤
大
使
内
謁
見
始
末
」
。

(
18

・
19
)

同
右
、

五
〇

二
ペ
ー
ジ
。

(
20
)

同
右
、

五
〇

三
-
五
〇
七
ベ
ー
ジ
。

「
日
韓
新
協
約
調
印
始
末
」
。

(
21
)

同
右
、

五
〇

四
一

五
〇
五

ぺ
…
ジ
。

(
22
)

同
右
、

五
〇

六
ペ
ー
ジ
。



(
23
)

西
四
辻
公
発

『韓

国
外
交
秘
話
』

(
一
九
三
〇
年
)
で
は

「韓

参
政
大
臣

が
声

ヲ
揚
ゲ

テ
哀
号

シ
ダ

シ
、
遂

二
別
室

二
連

レ
出

サ
レ
タ
」

と

い
い
、

林
権
助

述

『
わ
が
七
十
年

を
語

る
』

二
二
八

ぺ
漕
ジ
で
は
、
「此

の
会
議

の
決
定
を
喰
止

め
」

る
た
め
、
皇

帝

の
御
座

所

へ
向

か

っ
た
韓
参
政
が
、
興

奮

の
あ

ま
り
誤
ま

っ
て
王
妃

の
厳
妃

の
室

へ
聞
入
す

る
失
態

を
演
じ
、

戻

っ
て
き

て
卒
倒

し
た
、
と
述
べ
て

い
る
。

(
24
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』

三
八
巻

一
冊
五
五
〇
1
五
五

一
ぺ
ー
ジ
。

「
日
韓
協
約
調
印
事
情

二
関

ス
ル
新
聞
記
事

二
村
報
告

ノ
件
」
。

(
25
)

『大
韓

季
年
史
』

(
『韓

国
史
料
叢
書
』
第
五
)

一
七
三
ペ
ー
ジ
。

(
26
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』

三
八
巻

一
冊
五
〇
六
ペ
ー
ジ
。

(
72
)

『朝
鮮
時
報
』

一
九
九

三

・
五

・
=
二
。
崔
裕
行

「
「
乙
巳
条
約
」
無
効
性
、
さ
ら

に
明
確

に
一
交
渉
資
格

な

か

っ
た
伊
藤
博
文
、
官
印
も
奪
う

一
」

(『
朝
鮮
画

報
』

一
九
九
三
年
七
月
号
)
。

(
28
)

高
橋
作
衛

『
平
時

国
際
公
論
』

(
一
九
〇
三
年
、

日
本
大

学
)

六
四
九

ペ
ー
ジ
。

三

「第

二
次
日
韓
協
約
」
の
形
式

10

北
朝
鮮
が
主
張
す
る
無
効
論
の
第
二
点
は
、
最
近
、
韓
国
お
よ
び
北
朝
鮮
の
歴
史
学
者
が
指
摘
す
る
、
条
約
と
し
て
の
法
手
続
き
上
の

不
備

・
欠
格
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
五
月

一
二
日
の
韓
国
紙
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
軍
閥
に
保
存
さ
れ
て
い
る
乙
巳
条
約

(第
二
次
日
韓
協
約
)
の

「
原
本
」

に
は
皇
帝
の
署
名
捺
印
が
な
く
、
条
約
締
約
の
全
権
委
任
状
も
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
を
報
じ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
ソ
ウ
ル
大
の
慎
鋪
慶
教
授
は
、
『東
亜
日
報
』

一
九
九
二

・
五

・
一
二
に

「
「虚
偽
文
書
」
で
韓
半
島
強
占
/
外
交
権
剥

奪
/
植
民
政
策
す
べ
て
不
法
/
国
史
教
科
書
を
修
正
し
、
賠
償
基
準
年
度
も
繰
り
上
げ
よ
」
と
見
出
し
を
ふ
っ
た
主
張

を
特
別
寄
稿
し
、

ま
た

『円
札
証
明
』
(『歴
史
散
策
』)
六
月
号
に

「
乙
巳
五
条
約
は
国
際
法
上
無
効
だ
一
奎
章
閣
で
新
資
料
発
見
、
韓
国
侵
奪
の
法
的

不

当
性
露
顕
1
」
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
は
条
約
締
結
権
を
有
す
る
皇
帝
の
親
筆
署
名
と
玉
璽
捺
印
を
必
要
条
件
と
す
る
は
ず
の
乙
巳
条
約
に



そ
れ
が
な
く
、
外
部
大
臣
と
日
本
公
使
の
署
名
捺
印
が
あ
る
だ
け
で
は
国
家
間
の
条
約
締
結
と
は
い
え
ず
、
乙
巳
条
約
等
は

「虚
偽
の
条

　
　
　

約
」

で
あ
り
、
も
と
も
と
国
際
法
上
無
効
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

つ
い
で
七
月

一
五
日
、
北
朝
鮮
の
金
鍔
亨
社
会
科
学
院
院
長
ら
七
人
の
歴
史
学
者
た
ち
は

「
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
占
領
を
合
法
化
し

.た
旧
条
約
は
不
法

・
無
効

の
虚
偽
文
書
」
を
共
同
発
表
し
た
。
彼
ら
は
、
皇
帝
の
署
名
老
玉
璽
捺
印
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
乙
巳
五
条
約

　
　

　

は
、

日
帝
侵
略
者
が

一
方
的
に
捏
造

・
公
布
し
た
不
法

・
無
効
の
詐
偽
文
書
で
あ
る
、
と
断
定
し
た
。

・
一
九
九
二
年

一
一
月
五
日
の
第
八
回
目
朝
交
渉
の
冒
頭
、
北
朝
鮮
の
李
三
魯
団
長
が
発
表
し
た

「歴
史
に
対
す
る
日
本
側
の
誤

っ
た
見

解
」
も
、
こ
れ
ら
の
歴
史
学
者
の
認
識
を
ふ
ま
え
、
皇
帝
の
署
名
捺
印
が
な
く
、
さ
ら
に
日
本
天
皇
の
署
名
さ
え
も
な

い
乙
巳
五
条
約
は

　
ヨ
　

「国
際
法
的
見
地
か
ら
し
て
も
何
ら
法
的
効
力
の
な
い
紙
屑
に
過
ぎ
な
い
」
文
書
で
あ
る
、
と
す
る
。
　
る
　

日
本
で
も
こ
の
事
実
を
重
視
し
、
「第
二
次
日
韓
協
約
」
の
法
的
欠
格
を
論
ず
る
見
解
が
少
な
く
な
い
。

11

こ
れ
ら
の
主
張
の

一
部
に
は
、
韓
国
紙
が
報
道
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
朴
齊
純
外
相
と
林
公
使

の
署
名
捺
印
し
か
な
く
、
韓
国
皇
帝
と
日

本
天
皇
の
署
名
捺
印
が
な
い
協
約
書
正
本
を
写
真
入
り
で
報
じ
た
た
め
、

一
般
的
に
条
約
書
正
本
に
は
国
家
元
首
の
署
名
捺
印
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
、
と
い
う
初
歩
的
誤
解
に
も
と
っ
く
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
ふ
し
も
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
三
年
七
月
三

一
日
、
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た

コ

九
〇
五
年

「
乙
巳
五
条
約
」
に
関

す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
た
ソ
ウ
ル
大
学
校
李
泰
鎮
教
授
に
よ
り
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
、
皇
帝
の
署
名

捺
印

が
な
い

「原

本
」

の
意
味
は
、
協
約
書
正
本
で
は
な
く
、
批
准
書
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
誤
解
に
も

と
つ

く
皇
帝
署
名
捺
印
欠
如
論
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
る
必
要
が
な
い
が
、
批
准
書
欠
如
論
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
さ
れ
な
け
れ
.

ぽ
な
ら
な
い
。

周
知
の
よ
う
に

一
八
九
九
年
制
定
の

「
大
韓
帝
国
国
制
」
お
よ
び

一
八
八
九
年
制
定
の

「大
日
本
帝
国
.憲
法
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝

.



天
皇

の
条
約
締
結
権
を
規
定
し
て
い
る
。
無
効
論
の
主
張
は
、
こ
れ
ら
の
最
高
規
定
を
も
と
に
、
皇
帝

・
天
皇
の
批
准

の
欠
如
を
も

っ
て

論
拠
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ぽ
高
崎
宗
司
は

「君
主
制
の
も
と
で
は
、
条
約
締
結
の
た
め
に
は
君
主
の
委
任
状
が
、
条
約
発
効
の
た
め
に

へ
5

)

は
君
主
の
批
准
書
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
す
べ
て
の
国
家
間
協
定
に
国
家
元
首
の
全
権
委
任
状
発
行
と
批
准
書
が
必
要
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

外
務
省
条
約
局

『
各
国

二
於
ケ
ル
条
約
及
国
際
約
束
締
結
ノ
手
続

二
関

ス
ル
制
度
』
に
よ
れ
ぽ
、
批
准
の
要
不
要
、
手
続
き
は
、
各
国

の
政

体
、
制
度
、
国
内
法
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
「
我
国

二
於
テ

ハ
批
准

ノ
形
式

二
依
リ
締
結
ス
ル
条
約
ノ
外

二
、
天
皇
ノ
裁
可

　　

　

ヲ
以
テ
締
結

ス
ル
国
際
約
束
ト
、
御
裁
可
ヲ
仰
グ

コ
ト
ナ
ク
政
府
又

ハ
関
係
官
庁
限

ニ
テ
締
結
ス
ル
国
際
約
束
」
と
が
あ
り
、
次
の
三
種

(
7
)

に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
。

第

一
種

批
准

二
依
り
締
結
ス
ル
条
約

ニ
シ
テ
、
枢
密
院

二
御
語
詞

ヲ
要

ス
ル
モ
ノ
。

第

二
種

批
准
ヲ
要
セ
ズ
、
唯
陛
下
ノ
御
裁
可
ヲ
以
テ
締
結
ス
ル
国
際
約
束
。

第

三
種

陛
下
ノ
御
裁
可
ヲ
仰
グ

コ
ト
ナ
ク
、
政
府
限
リ

ニ
テ
締
結

ス
ル
国
際
約
束
。

右

の
国
際
協
定
締
結
手
続
き
上
の
類
型
と
協
定
名
称
の
区
分
、
内
容
の
軽
重
に
よ
る
区
別
な
ど
と
の
直
接
的
対
応
関
係
は
認
め
難

い
。

し
か
し
、
第

一
種
は

一
般
に
、
通
商
航
海
条
約
、
講
和
条
約
、
国
際
法
に
関
す
る

一
般
条
約
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ

の
作
成
手
続
き
の
原

則
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

全
権
委
任
状
下
付

(天
皇
の
全
権
委
員
親
任
)1
(交
渉
)
一
全
権
委
員

の
署
名
調
印
一
枢
密
院

へ
の
諮
詞
一
天
皇
の
批
准
一
勅
令

(
の

ち

「条
約
」)
に
よ
る
公
布
1
批
准
書
交
換
の
全
権
委
任
状
下
付
-
批
准
書
交
換

日
本
と
朝
鮮

(韓
国
)
と
の
間
で
締
結
し
た
協
定
中
、
右
の
よ
う
な
手
続
き
を
ふ
み
、
批
准
書
交
換
を
行

っ
た
の
は
、

一
八
七
六
年
二

(
8
)

月
二
七
日
調
印
の

「
日
朝
修
好
条
規
」
お
よ
び

一
八
八
二
年
八
月
三
〇
日
調
印
の

「日
朝
修
好
条
規
続
約
」
だ
け
で
あ
ろ
う
。

12



第

二
種
は
批
准
書
交
換
を
伴
わ
ず
、
天
皇
の
裁
可

(黙
示
の
批
准
)
だ
け
で
発
効
す
る
、
と
さ
れ
る
。
手
続
き
は
次

の
よ
う
で
、
第

一

種
に
比
し
簡
略
で
あ
る
。

条
約
案

の
閣
議
決
定
-
天
皇
裁
可
一
駐
在
大
公
使

へ
外
相
訓
令
1
(交
渉
)一
駐
在
大
公
使
の
調
印
許
可
一
調
印
一
枢
密
院
会
議

へ
報
告

一

公
表

こ
.の
場
合
、
駐
在
大
公
使
に
対
す
る
全
権
委
任
状
下
付
は
行
わ
れ
な
い
。
彼
ら
は
訓
令
を
受
け
て
交
渉
に
あ
た
る
梅
限
を
職
務
上
も

っ

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

一
九
〇
二
年

・
〇
五
年

・
一
一
年
調
印
の

「
日
英
同
盟
協
約
」
、

一
九
〇
七
年

・
一
〇
年

・
一
二
年

・
一
六
年
調

印
の

「
日
露
協
約
」
な
ど
の
場
合
は
こ
れ
に
よ

っ
た
が
、

一
九
〇
四
年
二
月
二
三
日
調
印
の

「
日
韓
議
定
書
」、

一
九
〇
四
年
八
月
二
二

日
調

印
の

「第

一
次
日
韓
協
約
」
、

一
九
〇
五
年

一
一
月

一
七
日
調
印
の

「第
二
次
日
韓
協
約
」
、

一
九
〇
七
年
七
月
二
四
日
調
印
の

「第

(
9
)

三
次

日
韓
協
約
」F
は
、
い
ず
れ
も
第
二
種
の
形
式
に
よ
る
。

第
三
種
は
、
条
約

(文
書
に
よ
る
国
家
間
協
定
)
締
結
手
続
き
中
も

っ
と
も
簡
略
な
も
の
で
、
政
府
限
り
で
処
理
さ
れ
る
。
.

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
は
、
前
述
の

一
〇
月
二
七
日
の
閣
議
決
定
㈲
に
よ
り
林
公
使
を
政
府
代
表
と
す
る
こ
と

に
よ

り
、
第
二
種
の
手

続
き

に
し
た
が

っ
た
。
お
そ
ら
く
韓
国
皇
帝
の
批
准
拒
否
あ
る
い
は
批
准

・
批
准
書
交
換
期
の
遷
延
を
お
そ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
先
に

も
ふ
れ
た
が
、
伊
藤
は
韓
国
皇
帝
訪
問
、
説
得
の
使
節
で
あ
り
、
公
式
外
交

ル
ー
ト
の
政
府
代
表
で
は
な
い
か
ら
伊
藤

へ
の
全
権
委
任
状

下
付
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
林
公
使
が

一
一
月

一
六
日
午
後
三
時
、
朴
齊
純
外
相
を
招
き
、
外
相
あ
て
公
文
と
協

約
案
を
正
式
に
手

(
10
)

交
し
た
の
も
、
協
約
書
正
本
に
朴
齊
純
外
相
と
と
も
に
署
名
捺
印
し
た
の
も
、
林
が
日
本
政
府
の
公
式
代
表
者
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

韓
国
を
保
護
国
化
す
る
条
約
を
手
続
き
の
簡
単
な
第
二
種
の
協
約
形
式
で
処
理
す
る
こ
と
に
問
題
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
際

法
学
者
有
賀
長
雄
が
指
摘
す
る
よ
う
に

「外
国
の
間
に
於
け
る
同
種
の
保
護
条
約
は
大
抵
正
式
条
約
の
体
裁
を
取
れ
る
」

の
が
通
例
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
韓

「協
約
は
韓
国
外
務
大
臣
と
日
本
公
使
と
が
、
其
の
平
目
の
職
権
を
以
て
調
印

し
た
る
、
所
謂
同

13



　
　
　

文
通
牒

の
形
式
を
取
る
も
の
」
で

「
正
式
条
約
に
非
」
ざ
る
協
定
で
あ

っ
た
。

日
本
政
府
も
こ
の
こ
と
は
熟
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
姑
息
な
手
段
を
弄
し
て
協
約
の
格
上
げ
を
図

っ
た
形
跡

が
あ
る
。
李
泰
鎮
教

授
は
、
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
正
本
と

「第
三
次
日
韓
協
約
」
正
本
と
を
対
比
し

て
、
前
者
に
は

「
日
韓
協
約
」
の
タ
イ
ト
ル
が
欠
落
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
李
泰
鎮
教
授
は
、
こ
れ
を
修
正
さ
れ
た
協
約
文
を
あ
わ
て
て
浄
書
す
る
過
程
で
生
じ
た
単
純
な
ミ
ス
と
み
て

(
12
)

い
る
が
、
調
印
時
点
で
は
未
確
定
だ

っ
た
の
で
ば
な
い
か
。
可
能
な
ら
ぼ
保
護
権
設
定
を
明
記
し
た
、
条
約
に
準
ず

る
名
称
を
使
用
し
た

か

っ
た
に
違
い
な
い
。
英
訳
文
が
第

一
・
第
三

「
日
韓
協
約
」
が
い
ず
れ
も

〉
σq
話
o
日
Φ三

で
あ
る
の
に
対

し
、
「第

二
次
日
韓
協
約
」

だ
け
が

O
o
旨
く
o茸
ざ
口

で
あ
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

O
省
く
窪
ま

⇒
は

》
σqお
①ヨ
〇三

よ
り
意
味
が
重
く
、
目
お
9
蔓

(条

約
)

に
準
ず
る
。
『官
報
』
紙
上
で
の
公
示
も
第

一
・
第
三

「日
韓
協
約
」
は
彙
報
欄
官
庁
事
項
に
掲
載
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
「第
二
次

日
韓
協
約
」
の
場
合
は

一
九
〇
五
年

一
一
月
二
三
日
の
官
報
号
外
に
外
務
省
告
示
と
し
て
公
表
し
た
。
韓
国
で
は
光

武
九
年

(
一
九
〇
五

　お
　

る

年
)

一
二
月

一
六
日
付

『
官
報
』
に

「
韓
目
協
商
条
約
」
と
し
て
公
示
さ
れ
た
。

1

■
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
は
意
図
的
に
批
准
を
避
け
た
た
め
に
第
二
種
の
形
式
を
選
択
し
、
国
際
法
上
の
違
法
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
か
ら

免
が

れ
よ
う
と
し
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
伊
藤
特
派
大
使
が

一
一
月

一
七
日
の
閣
議
に
出
席
し
、
外
交
交
渉
を
主
導
し
た
の
は
、
明

.ら
か

に
身
分
権
限
を
超
え
た
違
法
行
為
で
あ
り
、
・ま
た
、
調
印
前
に
韓
国
皇
帝
お
よ
び
季
夏
栄
法
相
、
権
電
顕
農
相
、
李
先
用
学
相
か
ら
　
レ
　

の
協
約
文
言
修
正
要
求
の

一
部
を
伊
藤
は
受
け
入
れ
、
新
た
に
追
加
要
求
さ
れ
た
第
五
条
は
伊
藤

「
自
ラ
筆
ヲ
執

ツ
デ
記
入
」
し
た
こ
と

は
・国
内
法
に
も
違
反
す
る
。
第
二
種
と
い
え
ど
も
協
約
文
の
確
定
は
日
本
政
府
の
承
認
と
天
皇
の
裁
可
を
必
要
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
林

(
15

)

は
当
時
を
回
顧
し
て
い
う
。

「
こ
れ
は
条
約
と
云
ふ
名
義
に
な

っ
て
み
る
関
係
上
、
日
本
と
し
て
は
当
り
前
な
ら
枢
密
院
の
内
諾
を
得
な
い
で
、
文
句
を
省
い
た
り

足
し
た
り
す
る
事
は
出
来
な
い
事
に
な
り
ま
す
が
、
此
の
場
合
そ
ん
な
悠
長
な
真
似
を
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
す
る
と
、
伊
藤
さ



、
ん
が
い
は
れ
た
。

.
「俺
が
命
じ
た
と
言

っ
た
ら
そ
れ
で
す
む
」

政
府
承
認
を
経
ず
伊
藤
の
独
断
で
修
正
を
施
し
た
協
約
文
は
、
調
印
直
後
の

一
一
月
二
〇
日
、
北
京

へ
出
張
中
の
小
村
寿
太
郎
特
派
大

使

(外
相
)
か
ら
桂
太
郎
臨
時
兼
任
外
相
あ
て
、
「外
国
政
府
ノ
誤
解
」
を
生
む
お
そ
れ
が
あ
る
の
.で
必
要
措
置
を
講
ず

る
よ
う
意
見
が

(
16
)

寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

、こ
の
よ
う
に
国
際

.
国
内
法
上
の
慣
習
ル
ー
ル
に
違
反
し
な
が
ら
竜
、
締
結
盛
れ
た

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
は
、
法
的
形
式
を

一
応
備

え

て
い
た
の
で
あ
る
。

韓
国

・
北
朝
鮮
の
歴
史
学
者
な
ど
が
主
張
し
て
い
る
全
権
委
任
状
、
批
准
書
の
欠
如
を
も

っ
て
法
的
欠
陥
と
み
な
す
無
効
論
に
対
し
て

は
・
全
権
委
任
状
・
批
准
を
必
要
と
し
な
い
第
二
種
形
式
の
国
家
間
協
定
も
あ
り
う
る
の
で
に
わ
か
に
は
賛
成
し
難

癖

た
芒

・
こ
れ

は
日
本
側
の
歴
史
的
事
情
か
ら
の
判
断
で
、
韓
国
側
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
後
考
を
ま
ち
た
い
。

へ

も

ま
た
、
「第
二
次
日
韓
協
約
」
な
ど
特
定
の
日
韓
間
協
定
に
だ
け
批
准
書
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
た
め

に
は
、

そ
れ
以
外
の
条
約

・

協

約
等
に
は
か
な
ら
ず
批
准
書
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
条
約
等
の
記
名
調
印
者

へ
交
付
さ
れ
る
全
権
委
任
状
の
有

無
に
つ
い
て
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
六
五
年

「日
韓
基
本
条
約
」

に
お
い
て

「も
は
や
無
効
」
と
さ
れ
た
、

「
日
朝
修
好
条
規
」
(
一
八
七
六
年
)
か
ら

「韓
国
併
合
条
約
」
(
一
九

一
〇
年
)

に
い
た
る
五
三
件
の
日
本
と
朝
鮮

・
韓
国

と

の
間
に
結

ば
れ
た
二
国
間
協
定
の
う
ち
、
批
准
書
交
換
が
行
わ
れ
た
の
は
前
述
の
よ
う
に

「
日
朝
修
好
条
規
」
と

「
日
朝
修
好

条
規
結
約
」
だ
け
で

は
な
か
ろ
う
か
。
李
泰
鎮
教
授
の
報
告
に
よ
れ
ぽ
、
ソ
ウ
ル
大
奎
章
閣
に
も
、
日
本
の
外
交
史
料
館
に
も
、

一
九
〇
〇
年
以
降
の
日
韓
間

協
定
の
す
べ
て
に
批
准
書
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ぽ
、
「第
二
次
日
韓
協
約
」
あ

る
い
は

「第

三
次
日
韓
協
約
」
だ

け

に
は
批
准
書
が
な
い
、
と
い
う
主
張
は
、
歴
史
学
的
考
証
の
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

15



注(
1

・
2

・
3
)

国
際

人
権
研
究

会
編

『
一
九
〇

五
年

「韓
国
保
護
条
約
」
は
成
立
し
て

い
た
の
か
』

(
一
九
九
三
年
)

に
、
慎
鏑

度
論
文
お
よ
び
北
朝

鮮
歴
史
学
者
共
同
発
表

の
日
訳
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

(
4
)

琴
乗
洞

「
乙
巳
保
護
条
約
と
問
題
点

に
つ
い
て
」

(朝
鮮

史
研
究

会

一
九
九

三
年

四
月
例
会
報
告
)、

高
崎
宗
司

『
「
反
日
感
情
」
韓

国

・
朝
鮮

人

と

日
本
人
』

(
一
九
九

三
年
、
講
談
社
)
、
『
毎
日
新
聞
』

一
九

九
三

・
三

.
二
三
。

(
5
)

高
崎
宗
司
、
前
掲
書

一
七

六
ペ
ー
ジ
。
同
書

一
九

一
一

一
九
四
ペ
ー
ジ
で
法
的
規
定
を
詳
述
②

(
6
)

外
務
省
条
約
局

『
各
国

二
於

ケ
ル
条

約
及
国
際
約
束
締
結

ノ
手
続

二
関

ス
ル
制
度
』

(
一
九
三
六
年
)

一
ぺ
!
ジ
。

(
7
)

同
右
、

二
八

四
ペ
ー
ジ
。

(
8
)

外
務
省
条
約
局
編

『
旧
条
約
彙
纂
』
第
三
巻

(
一
九
三
四
年

)
に

よ

る
。

こ

の

ほ
か

一
八
八
三
年

七
月
二
五
日
調
印

の

「
朝
鮮
国

二
於

テ
日
本

人
民
貿
易

ノ
規
則
」
は
、
同
年
九
月
二
七
日
両

国
政
府

允
准

で
あ

る
。

(
9
)

立
作
太
郎

『
平
時
国
際
法
論
』

(
一
九
三
〇
年
、

日
本
評
論
社
)

に

よ

れ

ば
、
「
批
准
を
必
要
と
す

る
条
約
中

に
於

て
は
、
当
該
条
約
が
批
准
を

要
す

る
こ
と
を
定
む

る
所
謂
批
准
留
保

に
関
す

る
条
款

を
条
約

に
設
け
ざ

る
例

は
殆
ど
無
く
、
而
し
て
特

に
批
准

を
要
す

る

こ

と

を
条
約
中

に
明
言

16

せ
ざ

る
条
約

は
、
大
抵
批
准
を
受
く

る
こ
と
を
要
せ
ざ

る
も
の
と
認

め
ら

る
」

(五
六

一
ペ
ー
ジ
)

の
で
あ

り
、

「協
約

(b
σq
器
Φ
ヨ
o
ロ
け)
又

は
取
極

(》
霞
9。
昌
σq
①
8
①
旨
)
等

の
名
称

に
依
り
、
政
府

の
名
を
以
て
、

国
家
元
首

の
批
准
を
経
ず
し
て
、
締
結
す
る
条
約
」

(
五
五
九

ペ
ー
ジ
)
は
、
「
全
権
委

員

又
は
政
府
代
表
者

の
署
名
調
印

に
依
り
条
約
が
確

定
的
に
成

立
す

る
の
で
あ

る
」

(五
六
〇

ぺ
:
ジ
)
と

い
う
。

(
10
)

前

掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
四
八
八
、

四
九

一
、

五
三

一
ペ
ー
ジ
。
「
伊
藤
大
使
韓
国
各

大
臣

及
ビ
元
老
大
臣

ト
談
話

ノ
要
領
」、

「韓

国
外
交
委
託

ノ
協
約
締
結

ノ
必
要

二
付
韓
国
外

部
大
臣

ト
交
渉

ノ
件
」
。

(
11
)

有
賀
長
雄

『
保
護
国
論
』

(
一
九
〇
六
年
、
早
稲

田
大
学
出
版
部
)
二
〇
ニ

ペ
ー
ジ
。

(
12
)

李

泰
鎮

「
「
乙
巳
条
約
」

「
丁
未
条
約
」

の
法
的
欠
陥
と
道

徳
性
問
題
」
(
『統

一
評
論
』

一
九
九
三
年

一
〇
月
、

三
四
〇
号
)
。

(
13
)

韓

国
教
育
部

国
史
編
纂
委
員
会
編

『
駐
韓

日
本
公
使
館
記
録
』
二
五

(
一
九
九
二
年
)
四

二

一
-
四
二
ニ

ベ
ー
ジ
。

(
14
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
五
〇
六
ペ
ー
ジ
。

「伊
藤
特
派
大
使
日
韓
新
協
約
調
印
始
末
」。

(
15
)

林
権
助
述

『
わ
が

七
十
年
を
語

る
』

(
一
九
三
五
年
、

第

一
書

房
)
二
二
九
ペ
ー
ジ
。

(
16
)

前
掲

『
日
本
外
交

文
書
』

三
八
巻

一
冊

五
三
九
-
五
四
〇

ぺ
!
ジ
。
「
日
韓
協
約
実
施
上

ノ
諸
措
置

二
村
意
見
申
進

ノ
件
」
。



(
17
)

拙
稿

「
一
九
〇
五
年

日
韓
協
約
無
効
論

に

つ
い
て
一
条
約

の
形
式

か
ら
み
た
一
」

(季
刊

『
青

丘
』

一
七
号
)
。

四

「
日
韓
議
定
書
」

の
締
結

韓
国
の
外
交
権
奪
取
、
保
護
国
化
は

「第
二
次
日
韓
協
約
」
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
は
な
い
。

一
八
九
七
年

一
〇
月
、
国
号
を
大
韓
帝
国
と
改
め
、
皇
帝
に
即
位
し
た
高
宗
が
と
っ
た
外
交
政
策
は
、
列
国
の
対
立
と
牽
制
に
よ
る
勢

　　

　

力
均
衡
を
利
用
し
、
日
本

の
侵
略
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
が
有
効
に
作
用
す
る
限
り
日
本
の
朝
鮮
支
配

は
不
可
能

で
あ

る
。
そ
こ
で
対
露
戦
準
備
と
と
も
に
韓
国
外
交
権

へ
の
干
渉
↓
奪
取
が
図
ら
れ
た
。

一
九
〇
三
年

一
二
月
三
〇
日
の
閣
議
決
定

「対
露
交
渉
決
裂
の
際
日
本
の
採
る
べ
き
対
清
韓
方
針
」
は
、
「韓
国

二
関
シ
テ

ハ
…
…
往

年
日
清
戦
役
ノ
場
合

二
於
ケ
ル
カ
如
ク
攻
守
同
盟
、
若
ク
ハ
他
ノ
保
護
的
協
約
ヲ
締
結
シ
得

八
景
モ
便
宜
ナ
ル
ヘ
シ
。

故

二
時
機
到
来

セ

　

ハ
、
右

ノ
如
キ
締
約

ヲ
為
シ
得

ル
ノ
素
地
ヲ
作
り
置
カ
ン
カ
為

メ
ニ
、
過
般
来
、
既

二
必
要
ノ
訓
令
ヲ
駐
韓
公
使

二
下

シ
、
其
他
種

々
ノ

ー

　
　
　

手
段

ヲ
執
り
ツ
ツ
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

右

に
い
う

「
既

二
必
要

ノ
訓
令
ヲ
駐
韓
公
使

二
下
シ
…
…
」

の
最
初
は
、
日
本
が
満
韓
交
換
論
を
た
て
て

ロ
シ
ア
と
交
渉
中
の
九
月
二

　
　
　

九
日
付
け
小
村
外
相
か
ら
林
公
使
あ
て
訓
令

「
日
韓
間

二
秘
密
条
約
締
結

二
関

ス
ル
件
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訓
令
は

「
此
際
、
韓
国
皇
帝

ヲ
我
方

二
引
付
ケ
置

ク
ハ
帝
国

ノ
政
策
上
種
メ
テ
緊
要
」
と
い
う
認
識
の
下
に
、
「
何
等
力
密
約
ヲ
日
韓
間

二
結
ヒ
置
度
」
い
、
と
い
う
。

林
公
使
が
韓
国
皇
帝
に
対
し
行
動
を
起
こ
し
た
の
は
、
日
露
交
渉
の
決
裂
が
確
実
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

一
一
月
三
〇
日
で
あ
る
。

こ
の
目
、
林
は
日
韓
間
の

「敦
睦

ヲ
加
フ
ヘ
キ
」
「方
便
ヲ
講
究
」
す
る
た
め
、
皇
帝
が
交
渉
代
表
者
を
任
命
し
て
ほ
し
い
む
ね

「密
奏
」

　
る
　

し
た
。
局
外
中
立
に
よ

っ
て
日
露
戦
の
ぞ
ぽ
杖
を
く
う
こ
と
を
回
避
し
た
い
皇
帝
は
逡
巡
し
た
が
、

一
二
月
末
に
至
り
李
杜
鋳
外
相
臨
時

署
理

に
対
し
、
日
本
亡
命
中
の
乙
未
政
変

(閲
妃
殺
害
事
件
)
な
ど
の
関
係
者
の
処
罰
、
韓
国
皇
室
の
安
寧
と
独
立
保

全
に
つ
き
林
公
使



(
5
)

と
交
渉
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

韓
国
側
は
独
立
の
保
障
を
求
め
た
わ
け
だ
が
、
日
本
側
の

「韓
国
ヲ
以
テ
其
保
護
国
ト
ナ
ス
ノ
提
案
」
は
駐
韓

ロ
シ
ア
公
使
の
知
る
と

(
6
)

こ
ろ
だ

っ
た
。
林
公
使
は
秘
密
裡
に

「
密
約
」
締
結
工
作
を
進
め
、
李
趾
鋳
外
相
、
閲
泳
詰
軍
相
、
李
根
澤
元
帥
府
会
計
官
総
長
に
対
し
、

運
動
費
を
供
与
し
た
り
、
「威
迫
」
を
加
え
た
り
し
て

一
九
〇
四
年

一
月
中
旬
ま

で
に
は
、
「韓
国
要
人
操
縦
」
し
、
「韓
廷
ノ
懐
柔
大
体

(
7
)

成
功
」
の
見
通
し
を
う
る
に
至

っ
た
。

(
8
)

一
月
二
〇
日
、
小
村
外
相
の
訓
令
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

「日
韓
議
定
書
」
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
本
国
皇
帝
陛
下
ノ
特
命
全
権
公
使
林
権
助
及
大
韓
国
外
部
大
臣
署
理
陸
軍
参
将
卒
肚
鉛

ハ
、
各
相
当

ノ
委
任
ヲ
受

ケ
、
左
ノ
条
款

ヲ

協
定

セ
リ
。

第

一
条

日
韓
両
国
間

二
恒
久
不
易
ノ
親
交
ヲ
保
持
シ
、
東
洋
ノ
平
和
ヲ
確
保
ス
ル
為
、
両
国
政
府

ハ
常

二
誠
実

二
相
互
ノ
意
思
ヲ
疎

通
シ
、
且
緩
急
五

二
相
扶
扱

ス
ル
事
。

第

二
条

大
日
本
帝
国
政
府

ハ
大
韓
帝
国
皇
室
ノ
安
全
康
寧

ヲ
誠
実

二
保
証

ス
ル
事
。

第

三
条

大
日
本
帝
国
政
府

ハ
、
大
韓
帝
国
,!
独
立
及
領
土
保
全
ヲ
確
実

二
保
証

ス
ル
事
。

第

四
条

両
国
政
府

ハ
相
互
ノ
承
認
ヲ
経
ス
シ
テ
、
後
来
、
本
協
定

ノ
趣
意

二
違
反
ス
可
キ
協
定
ヲ
第
三
国
ト
ノ
間

三
訂
立
ス
ル
ヲ
得

サ
ル
事
。

第

五
〔条
〕

未
タ
備

ハ
ラ
サ
ル
細
目

ハ
外
部
大
臣
ト
日
本
国
代
表
者
ト
ノ
間

三
機

二
随
テ
妻
定
ス
ル
事
。

前
述
の
亡
命
者
処
罰
事
項
は

一
時
的
な
も
の
と
し
て
別
の
公
文
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
の
ち
に
締
結
す
る

「
日
韓
議
定
書
」

(注
14
参
照
)
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
弱
い
調
子

な
が
ら
、
日
韓
両
国
の

「親
交
」
、
韓
国
皇
室
の
安
寧
と
独
立
の

「保
証
」
、
外
交
権

へ
の
干
渉
等
、
保
護
関
係
を
示
す
基
本
的
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
小
村
外
相
は

「遷
延
セ
パ
為
メ
ニ
漏
洩
ノ
恐

ア
ル
ニ
於
テ
ハ
…
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三

先

・
協
約
・
訂
結
セ
ラ
レ
、
逐
テ
時
讐

見
計
・
我
希
望
・
案
・
裂

・
ル
・
・
二
致
サ
・
タ
菖

と
林
公
使

に
訓
令

(
夏

二

日
)

し
、
即
時
締
結
を
促
し
た
。

「
密
約
」
は
李
趾
鋳
、
関
泳
詰
、
李
根
津
の
調
印
工
作
に
よ
り
成
立
す
る
か
に
み
え

た
が
、
李
趾
鋳
ら
の

「密
約
」
締
結
に
つ
い
て

一

月
二
四
日
夜
に
行

っ
た
上
奏
に
対
し
、
皇
帝
は

「韓
国
ノ
独
立
二
関
シ
テ
ハ
、
韓
国

ハ
中
立
ヲ
守
レ
バ
安
心
ナ
リ
。
今

日
ノ
場
合
、
日
本

ト
提
携
シ
テ
露
国
ノ
怒
り
ヲ
招

ク
コ
ソ
反
テ
韓
国
ノ
独
立

二
害
ア
ル
」
と
し
て
否
認
し
、
「
三
人
ノ
現
職
ヲ
去
ル
モ
可

ナ
リ
」
と
さ
え

言

お
　

つ
た
。
李
容
颯
ら
親
露
的

「中
立
」
派
の
反
対
工
作
が
奏
効
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
韓
国
政
府
は
局
外
中
立
宣
言
を
発
表
し
、
諸
外
国
・

の
承
認
を
求
め
て
い
た
。
日
本
と
の

「密
約
」
は
そ
の
妨
害
と
な
る
。
逆
に
日
本
政
府
側
か
ら
い
え
ば
、
韓
国

「中
立
」
の
国
際
的
承
認

を
妨
害
し
、
日
露
開
戦
時

の
朝
鮮
占
領
の
根
拠
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
し
か
し

「密
約
」
計
画
は
頓
挫
し
た
。

二
月
八
日
日
本
軍
仁
川
上
陸
、
九
日
仁
川
港
外
で
ロ
シ
ア
艦
攻
撃
、

一
〇
日
宣
戦
布
告
。
日
露
開
戦
が
状
況
を
変
え
た
。

=
二
日
、
「密

　

約
」
、
の
再
議
を
申
し
出
た
李
趾
鋸
外
相
に
林
公
使
は

「
昨
今
ノ
情
勢

ニ
チ

ハ
韓
国

ハ
事
実
我
ト
提
携
シ
居

ル
次
第

二
付
、
此
際

ハ
一
層
進

ー

ミ
タ

ル
詳
細

ノ
条
約
ヲ
締
結
ス
ル
ヲ
以
テ
時
宜
ヲ
得
タ
ル
ト
信
シ
」
、
た
だ

ち

に
草
案
第
四
稿
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
二
三
日
に
調
印
す

る

「
日
韓
議
定
書
」
の
骨
子
を
備
え
て
い
る
が
、
そ
の
第
六
条
を

「本
協
約

二
関
聯

ス
ル
未
悉
ノ
細
条

ハ
大
日
本
帝
国
代
表
者
ト
大
韓
帝

国
外
部
大
臣
ト
ノ
間

二
臨
機
協
定
ス
ル
事
」
と
し
た
。

一
見
さ
り
げ
な
い
箇
条
で
あ
る
が
、
林
は

「
巨
細
ノ
条
項

ハ
第

六
条

二
依
リ
臨
機

　
　
　

外
部
大
臣
ト
協
定
ス
ル
方
、
其
成
立
ヲ
容
易
ス
ル
利
益
ア
リ
」
と
考
え

て

い
た
。
事
実
、
六
カ
月
後
の
八
月
二
二
日
調
印
の
「第

一
次
目

　
ぬ
　

韓
協
約
」
交
渉
は
、
こ
の
条
項
を
理
由
に
開
始
さ
れ
た
。
植
民
地
化
を
際
限
な
く
進
め
る
発
端
と
な
る
。

「
日
韓
議
定
書
」
は
開
戦
に
よ
る
日
本
軍
の
不
当
な
軍
事
占
領
を
合
法
化
す
る
と

と
も

に
、
日
本
軍
の
戦
略
展
開
に
対
す
る
韓
国
の
協

力
を
規
定
し
た
が
、
韓
国
政
府
が
も

っ
と
も
強
硬
に
反
対
し
た
点
は
、
第
五
稿
の
原
案
第

一
条
に
い
う

「…
…
大
韓
帝
国
政
府

ハ
大
日
本

帝
国
政
府
ヲ
信
頼
シ
、
大
日
本
帝
国
政
府

ノ
助
言
及

ヒ
助
力
ヲ
受
ケ
施
政
ノ
改
善
ヲ
図

ル
事
」
の

「助
言
及
ヒ
助
力
」

に
つ
い
て
で
あ

っ



た
。

こ
れ
で
は

「
独
立
国
ノ
体
面
ヲ
損
傷

シ
」
「
国
体
上
ノ
欠
点
甚

シ
」
く
、
「到
底
政
府
ノ
議
ヲ
纏
メ
難
」

い
と
し
、
「助
言
及
ヒ
助
力
」

に
か
え
て

「施
設
ノ
改
善

二
関
シ
其
忠
告
ヲ
容
ル
ル
事
」
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
保
護
国
化
の
危
機
を
こ
の
点
に

み
た

の
で
あ

ろ

(
13

)

(14

)

う
。
調
印
が

「更

二
選
延
セ
ハ
宮
中

二
異
論
ノ
生
ス
ル
ヲ
恐
」
れ
る
日
本
政
府
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
成
案
を
え
た
。

「
日
韓
議
定
書
」
は
二
月
二
三
日
調
印
、
二
七
日
の

『官
報
』
彙
報
欄
で
公
示
さ

れ
た
。
韓
国
で
は
三
月
八
日

『官

報
』

に

「
交
渉
事

(
15
)

項
」

と
し
て
公
表
し
た
。
韓
国

『
官
報
』

へ
の
条
約
文
掲
載
の
初
例
で
あ
る
。

日
本

『官
報
』
で

「
日
韓
議
定
書
」
が
公
表
さ
れ
た
二
月
二
七
目
、
枢
密
院
副
議
長
東
久
世
通
禧
以
下

一
五
人
の
顧
問
官
は
、
協
定
締

(
16

)

結
に
至
る
過
程
に
お
け
る
政
府
当
局

・
外
務
大
臣
の
手
続
き
上
の
失
当
を
訴
え
て
上
奏
し
た
。
意
見
書
は
い
う
。

「今
回
日
韓
間
条
約
締
結
ノ
事
ア
ル
ヤ
、
当
局
大
臣

ハ
記
名
調
印
ノ
前
、
之
ヲ
枢
府
ノ
議

二
附
セ
ラ
レ
ム

コ
ト

ヲ
奏
請

ス
ル
コ
ト
無

ク
、
又
特

二
旨
ヲ
仰
ク

コ
ト
無
ク
シ
テ
単

二
事
後
ノ
顛
末
ヲ
報
告
ス
ル
ノ
所
為

二
出
テ
タ
リ
…
…
此
際

二
於
ケ
ル
列

国
交
渉
ノ
条
約
及

約
束

ノ
如
キ

ハ
、
帝
国
安
危

ノ
繋

ル
所
、
殊

二
至
重
至
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
即
チ
当
局
ノ
為

二
計
ル
モ
、
之
ヲ
枢
機
密
勿
ノ
府

二
謀
ル

コ
ト
ヲ
請

ハ
サ
ル
ハ
憲
法

ノ
趣
旨

二
連

ヒ
、
為
政
ノ
慎
重
ヲ
加
フ
ル
所
以

二
非
ス
」

と
。
調
印
以
前
に
政
府
は
天
皇
の
裁
可
を
う
る
こ
と
も
せ
ず
、
枢
密
院
に
諮
問
す
る
こ
と
を
奏
請
し
な
か
っ
た

「
失
当
」
を
追
及
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
二
月
二
二
日
発
の
林
公
使
あ
て
小
村
外
相
の
訓
令
に
よ
れ
ば

「成
案
通
リ

ニ
テ
裁
可
ヲ
得
タ
ル

ニ
付
、
速

二
調
印
セ

・
ル
ベ
饅

と
あ
る
の
で
天
皇
裁
可
は
あ

・
た
も
の
と
思
わ
れ
奄

し
か
し
・
枢
塵

の
諮
周
は
行
わ
ず

第
二
種
形
式
に
・
り
天
皇
裁

可
の
み
で
締
結
手
続
き
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
韓
国
側
は
李
趾
鋸
外
相
ら
三
人
と
も
皇
帝
の
全
権
委
任
状
下
付

を

受
け

て

い
た

が
、
林
公
使
は

「
天
皇
陛
下

ノ
御
委
任

ハ
之
ヲ
要

セ
ズ
」
と
し
、
「
外
部
大
臣

一
箇
ト
本
使
ト
ノ
協
定

ニ
シ
テ
、
陛
下

ノ
委
任

ヲ
有

ス
ル

(
18
)

旨
ヲ
記
セ
ズ
、
又
他
二
人

ハ
委
任
ヲ
有
シ
ナ
ガ
ラ
協
定

ニ
ハ
表
面
参
加
セ
ザ
ル
」
形
式
を
え
ら
ん
だ
。
「密
約
」
の
漏
洩
を
お
そ
れ

て
第

一
種

の
正
式
条
約
の
形
式
を
と
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
手
続
き
の
簡
単
な
議
定
書

零
0
8
0
9

と
し
た

の
も
そ
の
た
め
で

20



あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
国
内
に
お
い
て
は
第

一
種
形
式
と
異
な
り
、
枢
密
院

へ
の
付
議
は
な
い
の
で
あ
る
。

議
定
書
と
は
、
も
と
も
と
本
条
約
上
の
意
味
変
更
や
追
加
規
定
す

る
際
用

い
ら

れ

「書
式
簡
略

ニ
シ
テ
凡
例

二
全
権
委
員

ヲ
指
定

セ

ス
、
結
尾

二
批
准
ヲ
要
ス
ト
記
ス
ル
事

ナ
」

い
協
定
で
あ
る
が
、
そ
の
転
用
と
し
て

「
本
条
約

二
附
随
セ
ス
独
立

二
製
作
セ
ラ
レ
、
以
テ

(
19
)

国
家
意
志
ノ
合
致

ヲ
表
示
ス
ル
」
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
。

一
八
九
六
年
六
月
九
日
調
印

の

「朝
鮮
問
題

に
関
す

る

日
露
間
議
定
書
」

(
い
わ
ゆ
る
山
県

・
ロ
バ
ノ
ブ
協
定
)
の
先
例
が
あ
る
。

議
定
書
は
国
家
間
協
定
の

一
種
で
あ
り
、
相
互
に
相
手
国
を
拘
束
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
手
続
き
的
簡
略
性
の
ゆ
え
に
、
条

約
と
し
て
の
格
が
下
位
で
あ
る
感
が
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
そ
の
軽
さ
を
政
治
的
に
補
完
し
、
「
日
韓
議
定
書
」
を
裏
打
ち
す
る
た
め
、

三
月

一
七
日

(
ソ
ウ
ル
着
)
一
二
七
日

(仁
川
発
)
の
間
、
枢
密
院
議
長
伊
藤
博
文
が
特
派
大
使
と
し
て
訪
韓
し
た
。
名
目
は

「韓
国
皇

室
慰
問
」
で
あ
る
。
伊
藤
は
二
〇
日
の
内
謁
見
の
際
、
皇
帝
に

「
日
韓
両
国

ハ
全
然
同
盟
国

ノ
関
係
ヲ
有

ス
ル
ヲ
以
テ
…
…
其
議
定
書

二

定

ム
ル
事
項

ハ
貴
国

二
於
テ
遵
行
セ
ラ
ル
・
ヲ
要
ス
ル
ト
同
時

二
、
荷

モ
之
力
障
害
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

ハ
断
シ
テ
之
ヲ
排
斥
セ
ラ
レ
サ
ル
へ

(
20
)

カ
ラ
ス
」
と
述
べ
て
韓
国
の

「
日
韓
議
定
書
」
遵
奉
を
確
認
し
、
さ
ら
に
閲
丙
爽
宮
相
を
通
じ
て
皇
帝
に
奏
達
さ
せ
た
中
で
は

「日
露
交

戦
中
…
…
時

二
偶
々
日
本
側
に
不
利
ア
ル
ニ
当
リ
、
韓
兵
ノ
矛
ヲ
我

二
道

ニ
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
如
ク
ン
ハ
、
勢
不
得
止
我

ハ
貴
国

二
対
シ

敵
国
前
行
為

二
出
テ
サ
ル
ヲ
得

ス
」
と
か
、
「若
シ
韓
国
ノ
態
度
不
鮮
明

ニ
シ
テ
、
其
去
就
定

マ
ラ
ス
ト

(伊
藤
が
一
筆
者
注
)
復
命
セ

ソ
カ
、
我
政
府

ハ
勢
ヒ
其
万

一
二
備

フ
ル
為

メ
、
相
当
ノ
措
置
ヲ
執
ラ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
乃
チ
韓
国

二
於
ケ
ル
我
兵
力

ヲ
数
倍
シ
威
圧

ノ

(21
)

行
動

一「出
ツ
ル
等
、
其
変

二
処
ス
ル
ノ
準
備
ヲ
為
ス
ハ
勿
論

ナ
リ
」
と
い
っ
て
威
嚇
し
た
。

二
五
目
の
第
三
回
謁
見
で
、「
皇
帝
は
「今
や
日
韓
両
国
ノ
関
係

ハ
議
定
書

二
由
ツ
テ
確
定
セ
リ
。
我
国
ノ
執

ル

ヘ
キ
主
義
方
針

モ
亦
之

(
22

)

一二

致

ス
ル
ヲ
要
ス
。
朕

ハ
我
臣
僚
ヲ
率
ヒ
テ
此
主
義

ノ
下

二
日
韓
提
携
ノ
実
ヲ
挙
ヶ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
、
伊
藤
に
対
し
屈
辱
的
な
回

答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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注(
1
)

拙
著

『
日
清

・
日
露
戦
争
』

(
一
九
九
二
年
、
集
英
社
)
九
二
ー
九

六
ペ
ー
ジ
。
」

(
2
)

外
務
省
編

『
日
本
外
交
年
表
蚊
主
要
文
書
』
上

(
一
九
六
五
年
、
原
書
房
)

一、=

七
一
二

一
九

ペ
ー
ジ
。

(
3
)

韓
国
教
育
部
国
史
編
纂
委
員
会
編

『
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
』

一
九

(
一
九
九

一
年
)
五
三
三

ベ
ー
ジ
。

(
4
)

同
右
、

四
四
三

ぺ
ー
ジ
。

(
5
)

同
右
、

四
四
六
-
四
四
八

ぺ
ー
ジ
。

(
6
)

同
右
、

四
四
九
i
四
五
〇

ペ
ー
ジ
。

(
7
)

外
務
省
編

『
日
本
外
交
文
書
』

三
七
巻

一
冊

(
一
九
五
八
年
)

三
三
四
一
三
三
六

ペ
ー
ジ
。
「
日
韓
密

約
締
結

ノ
予
想

蚊
韓
廷

ノ
懐
柔

大
体
成
功

ノ
状

況
等
報
告

ノ
件
」
、
「
日
韓
条
約

二
関

シ
韓
国
要
人
操
縦

ノ
件
」
。

(
8

・
9
)

前

掲

『駐
韓

日
本

公
使
館
記
録
』

一
九
、
四
六
九
-
四
七
〇
ペ
ー
ジ
。

(
10
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
七
巻

一
冊
三
三
六
-

三
三
七
ペ
ー
ジ
。
「
日
韓
密
約

ノ
成
立
頓
挫

ト
其
善
後
措
置

二
関

ス
ル
件
」
。

(
11
)

前
掲

『
駐
韓

日
本
公
使
館
記
録
』

一
九
、
四
九
三
-
四
九
六
ペ
ー
ジ
。

「
日
韓
議
定
書
」
草
案

は

一
九
〇
三
年

=

一月
二
九
日
作
成

の
第

一
稿

に

22

始

ま
り

一
九
〇
四
年

二
月

一
九
日
作
成
の
第
六
稿

ま
で
あ

る
。

『
日
本
外
交
文
書
』
三
七
巻

一
冊
三
四
〇

ペ
ー
ジ
に
は
、

二
月

一
三
日
と

一
七
日
作

成

の
二

つ
の
草
案
が
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
前
掲

『
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
』

一
九
収

載
文
と
は
や
や
異
な

る
。

(
12
)

前
掲

『駐
韓

日
本

公
使
館
記
録
』

一
九
、
四
九
八
-
五
〇
ニ

ベ
ー
ジ
。

(
13
)

同
右
、

五
〇

六
べ
:
ジ
。

(
14
)

「
日
韓
議

定
書
」
全
文

は
次

の
と

お
り

で
あ
る
。

議

定

書

大

日
本
帝

国
皇
帝
陛

下
ノ
特
命
全
権
公
使
林
権
助
及
大
韓
帝
国
皇
帝
陛
下

ノ
外
部
大
臣
臨
時
署
理
陸
軍
参
将
卒
趾
鐙

ハ
、

各
相
当

ノ
委
任

ヲ
受

ケ
、

左

ノ
條
款

ヲ
協
定

ス
。

第

一
條

日
韓
爾
帝

国
間

二
恒
久
不
易

ノ
親
交

ヲ
保
持

シ
、
東
洋

ノ
平
和

ヲ
確
立

ス
ル
爲

メ
、

大
韓
帝
国
政
府

ハ
、

大

日
本
帝

国
政
府

ヲ
確
信

シ
、

施
設

ノ
改
善

二
関

シ
其
忠
告

ヲ
容

ル
ル
事
。

第
二
條

大

日
本
帝

国
政
府

ハ
、
大
韓
帝
国

ノ
皇
室

ヲ
確
実

ナ
ル
観
護

ヲ
以

テ
安
全
康
寧

ナ
ラ
シ
ム
ル
事
。



r

第
三
條

大
日
本
帝

国
政
府

ハ
、
大
韓
帝

国
ノ
独
立
及
領
土
保
全

ヲ
確

実

二
保
護

ス
ル
事
。

第
四
條

第

三
国
ノ
侵
害

二
依

リ
、
若

ク

ハ
内
乱

ノ
爲

メ
、

大
韓
帝

国
ノ
皇
室

ノ
安
寧
或

ハ
領
土

ノ
保
全

二
危
険

ア
ル
場
合

ハ
、

大

日
本
帝

国
政
府

ハ
速

二
臨

機
必
要

ノ
措
置

ヲ
取

ル

ヘ
シ
。

而

シ
テ
大
韓
帝
国
政
府

ハ
、

右
大

日
本
帝
国
政
府

ノ
行
動

ヲ
容
易

ナ
ラ

シ
ム
ル
爲

メ
十
分
便

宜
ヲ
与

フ

ル
事
。

大

日
本
帝

国
政
府

ハ
前
項

ノ
目
的

ヲ
達

ス
ル
爲

メ
、
軍
略

上
必
要

ノ
地
点

ヲ
臨
機
収
用

ス
ル

コ
ト

ヲ
得

ル
事
。

第
五
條

南

国
政
府

ハ
相
互

ノ
承
認

ヲ
脛

ス
シ
テ
、
後

來
、
本
協
約

ノ
趣
意

二
違
反

ス

ヘ
キ
協
約

ヲ
第
三
国
ト

ノ
間

二
訂

立
ス

ル
事

ヲ
得

サ
ル
事
。

第

六
條

本
協
約

二
関
聯

ス
ル
未
悉

ノ
細
条

ハ
、
大

日
本
帝

国
代
表
者

ト
大
韓
帝
国
外
部
大
臣

ト

ノ
間

二
臨
機
協
定

ス

ル
事
。

明
治
三
十
七
年
二
月
二
十

三
日

特
命
全
権
公
使

林

権

助

團

光
武

八
年

二
月

二
十
三

日

外
部
大
臣
臨
時
署
理

陸

軍

参

将

23

李

趾

鋳

團

(
15
)

前

掲

『駐
韓

日
本

公
使
館
記
録
』

一
九
、
五
三
〇

ペ
ー
ジ
。

(
16
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
七
巻

一
冊
三
四
六
-

三
四
七
ペ
ー
ジ
。
「
日
韓
議
定
書
公
表

二
関

ス
ル
件
」
附
記

二
。
宮
内
庁

『
明
治
天
皇
紀
』
第

一
〇

(
一
九
七
四
年
、
吉
川
弘
文
館
)
六
四
九
一

六
五

一
ぺ
ー
ジ
。

(
17
)

前
掲

『
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
』

一
九
、

五
〇

六
ペ
ー
ジ
。

(
18
)

同
右
、
四
六
六
-
四
六
七

ペ
ー
ジ
。

(
19
)

高

橋
作
衛

『平
時

国
際
法
論
』

(
一
九
〇
三
年
、

日
本
大
学
)

六
七
六

ペ
ー
ジ
。

立
作

太
郎

『
平
時

国
際
法
論
』

(
一
九
三
〇
年
、
日
本
評
論
社
)

も

「議

定
書

(只
0
8
8
一)
の
名
称

の
合
意

に
依
り
、
条

約
の
規
定

の
適
用

の
制
限
若
く
は
条
約
中

の
字
句

の
解
釈

に
付
き
、
全
権
委
員

の
名
を
以
て
、

批
准
を
要
せ
ざ

る
条
約
附
属

の
合

意
と
し
て
協
定

を
為
す

こ
と
が
あ
る
。

又
時

に
は
議
定
書

の
名
を
以
て
、

内
容

の
重
要

な
る
合
意
を
も
名

づ

く

る

こ
と
が
無

い
の
で
は
な

い
」

(
五
五
九

ペ
ー
ジ
)
。

(
20
)

前
掲

『
日
本
外
交
文
書
』

三
七
巻

一
冊

二
九
五

ペ
ー
ジ
。

「伊
藤
特
派
大
使

へ
呈

セ
シ
覚
書
弐
通
及
同
大
使
謁
見
始
末
書
送
附

ノ
件

」
附
記

一
。



(
21

・
22
)

同

右

、

二

八

九

ペ
ー

ジ
。

附

属
書

三
。

五

「
第

二
次
日
韓
協
約
」

の
違
法
性

「
日
韓
議
定
書
」
第
五
条
は
、
「
両
国
政
府

ハ
相
互
ノ
承
認
ヲ
経

ス
シ
テ
、
後
来
、
本
協
約
ノ
趣
意

二
違
反

ス
ヘ
キ
協
約

ヲ
第
三
国
ト
ノ

間

二
訂
立

ス
ル
事
ヲ
得
サ
ル
事
」
と
い
う
。

一
九
〇
四
年

一
月

一
九
日
の
草
案
第
三
稿
で
日
本
側
が
加
え
た
条
項
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
韓

国
が
独
自
に
日
本
に
不
利
な
条
約
を
他
国
と
結
ぶ
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
外
交
権

へ
の
干
渉
で
あ
る
が
、
形
式
的
に
は

双
務
協
定
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
日
本
が
、
韓
国
に
と
っ
て
不
利
な
条
約
を
他
国
と
結
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
。
こ
の
制

約
を
破

っ
た
の
は
日
本
側
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
韓
国
の
独
立
保
障
を
呼
号
し
な
が

ら
、
他
方
で
外
交
権
を
韓
国
か
ら

一
つ
ず

つ
は
ぎ
取

っ
て
い
っ
た
。
「
日
韓
議
定
書
」
の
締

42

結
に
成
功
す
る
と
、
日
本
政
府
は
た
だ
ち
に
韓
国
政
府
に
対
し
て
露
韓
間
の
諸
条
約
廃
棄
と
在
露
韓
国
公
使
館
の
撤
退
を
強
要
し
た
。
五

月

一
八
日
韓
国
皇
帝
は
勅
宣
書
を
発
表
し
、
露
韓
間
詰
条
約
の
失
効
を
宣
言
し
、
撤
退
が
遅
れ
た
在
露
公
使
季
節
晋

に
対
し
て
は
九
月

一

日
免
官
と
し
た
。
他
方
、
五
月
以
降
韓
国
財
政
窮
乏
に
よ
る
在
外
外
交
機
関
縮
小
方
針
を
と
ら
え
、
韓
国
の
利
益
保
護

の
代
表
権
を
日
本

政
府

の
在
外
公
使

・
領
事
に
委
任
さ
せ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
小
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
韓
国
の
外
交
権
横
奪
、
保
護
国
化
構
想
の
大
綱
は
五
月
三
〇
日
の
元
老

会
議
を
経
て
、
翌

　ユ

　

三

一
日
閣
議
決
定
、
六
月

一
一
日
天
皇
決
裁
の

「対
韓
方
針
蚊

二
対
韓
施
設
綱
領
決
定

ノ
件
」
で
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
は

「
日
韓
議

定
書

二
依
り
或
ル
程
度

二
於
テ
保
護
権
ヲ
収
ム
ル
ヲ
得
タ
ル
モ
、
尚

ホ
進
ン
テ
国
防
、
外
交
、
財
政
等

二
関
シ

一
層
確
実
且
ツ
適
切
ナ
ル

締
約
及
設
備

ヲ
成
就

シ
、
以
テ
譲
国

二
対

ス
ル
保
護

ノ
実
権
ヲ
確
立
」
す
る
た
め
、

つ
ま
り
保
護
国
化
方
針
を
確
定
す

る
た
め
に
行
わ
れ

た
。
外
交
に
つ
い
て
は
、
ω
韓
国
と
外
国
と
の
条
約
締
結
な
ど
重
要
案
件
の
処
理
は
、
事
前
に
日
本
政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
協
定
を



取
り

つ
け
る
。
②
韓
国
と
外
国
と
の
条
約
締
結
や
外
国
人
に
対
す
る
特
権
付
与
は
す
べ
て
外
部
衙
門

(外
務
省
)

の
管
轄
と
さ
せ
る
。
③

外
部
衙
門
に
顧
問
官
を
設
け
政
務
を
監
督
指
揮
さ
せ
る
。
顧
問
官
は
日
本
人
以
外
の
外
国
人
で
、
日
本
公
使
の
監
督
を
受
け
る
、
と
い
う

「
日
韓
議
定
書
」
よ
り
散
歩
進
め
た
保
護
関
係
の
強

い
内
容
で
あ
る
。

　
　
　

八
月
二
二
日
調
印
と
さ
れ
る

「
第

一
次
日
韓
協
約
」
は
、
日
本
政
府
が
推
薦
す
る
日
本
人

「財
政
顧
問
」
と
外
国
人

「外
交
顧
問
」
を
、

韓
国
政
府
お
よ
び
外
部
が
雇
用
し
、
政
務
は
す
べ
て
顧
問
の
意
見
を
た
ず
ね
て
施
行
す

る
、
と

し
た

ほ
か
、
韓
国
と
外
国
と
の
条
約
締

結
、
特
権
譲
与
に
つ
き
日
本
政
府
と
の
事
前
協
議
を
義
務
づ
け
た
。
五
月
三

一
日
の
閣
議
決
定
を
そ
の
ま
ま
実
現
さ
せ
た
、
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
調
印
に
至
る
過
程
で
は
き
わ
め
て
変
則
的
、
便
宜
的
な
方
法
と
強
制
的
な
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　
ヨ
　

、
小
村
外
相
の
訓
令
を
受
け
た
林
公
使
が
、
季
夏
栄
外
相
と
交
渉
を
開
始
し
た
の
は
八
月
六
日
で
あ
る
。
財
務

.
外
交

顧
問
制
に
つ
い
て

　
る

　

は
、

日
本
側
が
原
案
と
し
た

「財
務
監
督
」
を

「顧
問
」
と
修
正
す
る
要
求
が
韓
国
側
か
ら
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
条
約
等
の

(5
)
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事
前
協
議
に
つ
い
て
は
閣
内
に
反
対
者
が
多
く
、
早
期
実
現
が
困
難
視
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
日
本
側
は
、
と
り
あ
え
ず
顧
問
制
問
題
と
事

前
協
議
問
題
と
を
分
離
し
、
八
月

一
九
日
林
公
使
と
季
夏
栄
外
相

・
朴
定
陽
度
相
と
が
記
名
す
る
顧
問
制
度
に
関
し
て
の
み
の
覚
書
を
作

成
し
た
。
林
は

「陛
下
自
ラ
内
心
之
レ
ニ
反
対

セ
ラ
レ
、
隠
然
ノ
手
段
ヲ
以
テ
其
内
意

ヲ
某

々
大
臣

二
通
ゼ
ラ
レ
タ

ル
タ
メ
、
議
政
府
員

ノ
反
対
ヲ
生

ス
ル
ニ
至
レ
ル
コ
ト
確
ナ
リ
」
と
判
断
し
、
ま
ず

「
速

二
我
顧
問
ヲ
シ
テ
政
府
要
部
ノ
実
権
ヲ
握
ラ
シ
メ
、
議
定
書
ノ
各
条

　
　
　

ヲ
広
義

二
、
且
ツ
我
が
利
益

二
解
釈
シ
テ
韓
国
政
府

ノ
行
動
ヲ

一
二
厳
密

二
監
督
ス
ル
」

の
が
よ
・い
、
と
み
た
。
し
か
し
、
八
月
二
二
日

林
公
使
は
参
内
し
、
沈
相
鷺
参
政

・
宮
相
臨
席
で
病
気
中
の
皇
帝
に
謁
見
し
、
「協
約
ノ
必
要
ヲ
縷
述
シ
、

其
同
意
ヲ
求
メ
、
陛
下
ノ
御

裁
可

ヲ
仰
」
い
だ
。
た
だ
ち
に
翌
二
三
目
外
相
署
理
≠
致
昊
と
顧
問
制
に
つ
い
て
の
項
目
を
含
め
た

「
日
韓
協
約
」
書

に
記
名
調
印
し
、

臥
付
け
を
二
二
日
と
し
た
・
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
郁

詳
細
は
不
明
な
が
ら
強
制
さ
れ
た
合
意
な
し
に
は
達
成
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
協
約
書
は
日
本

『
官
報
』
九
月
五
日
、
韓
国

『官
報
』
九
月
九
日
で
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た
。



こ
れ
に
よ
り
す
で
に
赴
任

の
準
備
を
お
え
て
い
た
目
賀
田
種
太
郎

(大
蔵
省
主
税
局
長
)
は
九
月

一
七
日
東
京
を
発
ち
波
幕
、

一
〇
月

　
　
　

一
五
日
韓
国
財
政
顧
問
傭
聰
契
約
に
調
印
し
た
。
ま
た
、
外
交
顧
問
に
補
さ
れ
た
駐
米
日
本
公
使
館
顧
問
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ス
の
着
任
は

　
　
　

一
二
月
に
入

っ
て
か
ら
で
、
同
月
二
七
日
に
傭
聰
契
約
に
調
印
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
腹
心
の
外
交
顧
問
を
送
り
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
は
韓
国
外
交
権
を
事
実
上
掌
握
し
、
日
露
戦
争
下

の
韓
国
の
独
自
外

交
を
封
じ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

充

〇
五
年
四
月
八
日
閣
嚢

定
、
四
旦

○
昊

皇
裁
決
の

「醤

保
護
権
確
立
の
僅

は
・
醤

と
保
護
条
約
を
覆

し
・
外
交

権
の

一切

を
掌
中
に
収
め
る
計
画
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
そ
の
時
ま
で
に

「
該
国
ノ
外
交
ヲ
我
監
督

ノ
下

二
置
キ
、
且
ツ

条
約
締
結
権
ヲ
制
限
ス
ル
ヲ
得
タ
」
状
態
に
達
し
て
い
る
、
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
。
あ
と
は
保
護
条
約
締
結
の

「実
行

二
関

シ
テ

ハ
、

深
ク
列
国
ノ
態
度
如
何
ヲ
顧
、、、、
可
成
丈
ケ
外
国
ノ
故
障
ヲ
招
カ
サ
ル
ノ
手
段
ヲ
講
シ
タ
ル
上
、
適
当
ノ
時
機

二
於
テ
之
ヲ
断
行

ス
ル
コ

　

ト
」

だ
け
で
あ
る
。
諸
外
国
が
韓
国
に
同
情
を
与
え
る
よ
う
な
国
際
情
勢
を
避
け
、
帝
国
主
義
列
強
が
自
己
の
既
得
権
益
を
損
な
う
こ
と

2

な
く
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
を
承
認
す
る
場
合
こ
そ

「
適
当
ノ
時
機
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
露
戦
争
の
戦
局
の
展
開
と
深
く
か
か
わ

っ

て
い
た
。

一
九
〇
五
年
八
月

一
二
日
調
印
の

「第
二
回
日
英
同
盟
協
約
」
第
三
条
は
、
「
日
本
国

ハ
韓
国

二
於
テ
政
事
上
、
軍
事
上
及
経
済

上

ノ

卓
絶

ナ
ル
利
益
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
大
不
列
顛
国

ハ
、
日
本
力
該
利
益
ヲ
擁
護
増
進
セ
ム
カ
為
、
正
当
且
必
要
ト
認

ム
ル
指
導
、
監
理
及

　
　
　

保
護

ノ
措
置

ヲ
韓
国

二
於
テ
執

ル
ノ
権
利
ヲ
承
認
ス
…
…
」
と
し
た
。
さ
ら
に
九
月
下
旬
、
桂
太
郎
臨
時
外
相
は
駐
英

公
使
林
董
に
訓
令

し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
、
韓
国
に
保
護
権
を
設
定
す
る
こ
と
を
伝
え
、
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ソ
外
相
か
ら

「英
国
政
府
は
新
同
盟
協
約
に
よ

り
、

た
だ
に
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
執
る
所
の
措
置
に
異
議
を
有
し
な

い
の
み
な
ら
ず
、
却

っ
て
欣
然
そ
の
成
就
を
見

ん
と
欲
す
」
と
い

(
12
)

う
確
認
を
取
り
つ
け
た
。



ま
た
、

一
九
〇
五
年
九
月
五
日
調
印
の

「
日
露
講
和
条
約
」
第
二
条
は
、
「露
西
亜
帝
国
政
府

ハ
、
日
本
国
力
韓
国

二
於

テ
政
事
上
、

軍
事
上
及
経
済
上
ノ
卓
絶
ナ
ル
利
益
ヲ
有

ス
ル
コ
ト
ヲ
承
認
シ
、
日
本
帝
国
政
府
力
韓
国

二
於
テ
必
要
ト
認

ム
ル
指
導
、
保
護
及
監
理
ノ

　
む
　

措
置
ヲ
執
ル
ニ
方
リ
、
之
ヲ
阻
擬
シ
、
又

ハ
之

二
干
渉
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
約

ス
…
…
」
と
し
た
。

つ
づ
け
て
、
韓
国
内

の
ロ
シ
ア
人
の
待
遇

に

つ
い
て
、
あ
た
か
も
韓
国
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
か
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
日
露
講
和
条
約
調
印
の
た
め
滞
米
中
の
小
村
寿
太
郎
全
権

(外
相
)
が
、
九
月
九
日
高
平
小
五
郎
駐
米
公
使

と
と
も
に
セ
オ
ド
ア

・
ル
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領
と
会
見
し
、
「韓
国
ノ
外
交
関
係
ヲ
引
受
ク
ル
」
こ
と
を
告

げ
、
大
統
領
か
ら

「
日
本

　
ぬ
　

二
於
テ
右
ノ
処
置
ヲ
執
ラ
ル
ル
モ
異
議
ナ
キ

ニ
付
、
充
分
我

二
信
頼

セ
ラ
レ
テ
可
ナ
リ
」
と
の
言
を
引
き
出
し
た
。

す
で
に
七
月

「桂

・

タ
フ
ト
協
定
」
に
よ
り
、
日
米
両
国
は
、
日
本
の
韓
国
保
護
国
化
と
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
治
を
相
互
承
認
す
る
密
約
を
結
ん
で
い

た
。以
上
の
英

・
露

・
米
の
承
認
と

「
そ
の
以
外
の
諸
国
も
日
韓
両
国
の
特
殊
な
る
関
係
と
戦
争
の
結
果
と
に
顧
み
…
…
韓
国
が
日
本

の
保

　
お
　

護
国
と
な
る
は
避
け
ら
れ
な
い
順
序
な
る
こ
と
を
黙
認
し
」
た
と
判
断
し
た
日
本
政
府
は
、
韓
国
保
護
条
約
締
結
を

「決
行
す
る
に
今
は

最
好
時
機
で
あ
る
」
と
し
て
、
前
述
の

「第
二
次
日
韓
協
約
」
強
制
調
印
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
相
手
国
で
あ
る
韓
国
の
承
認
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
諸
国
の
承
認
の
下
に
実
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が

、
こ
の
よ
う
な
状
況

を

つ
く
り
出
し
た
日
本
政
府
の

「第
三
国
」
と
の
協
定
締
結
は
、
「日
韓
議
定
書
」
第
五
条
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。

「第

一
次
日
韓
協
約
」
第
三
項

の
、
条
約
そ
の
他
重
要
な
外
交
案
件
の
事
前
協
議
規
定
は
、
韓
国
政
府
の
日
本
政
府

に
対
す

る
義
務
的

な
片
務
協
定
で
あ
る
が
、
「日
韓
議
定
書
」
第
五
条
の
規
定
は

「両
国
政
府

ハ
相
互
ノ
承
認
」
を
必
要
と
す
る
双
務
協
定
で
あ
る
。
「第

一

次
日
韓
協
約
」
の
締
結
に
よ
り

「日
韓
議
定
書
」
の
規
定
が
消
滅
し
た
の
で
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
「大
韓
帝
国

ノ
独
立
及
領
土
保
全

ヲ
確
実

二
保
証
」
し
た

「本
協
定

(日
韓
議
定
書
-
筆
者
注
)
ノ
趣
意

二
違
反

ス
ヘ
キ
協
約
ヲ
第
三
国
ト
ノ
間

二
訂
立
ス
ル
」
場
合
、
目
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本
政
府
は
韓
国
政
府
の
事
前
承
認
を
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

日
本
政
府
が
英

・
米

・
露
と
結
ん
だ
条
約
、
密
約
の
韓
国
に
関
す
る
規
定
は
、
韓
国
の
独
立
と
領
土
保
全
に
深
く
か
か
わ
る
事
項
で
あ

っ
た
か
ら
、
日
本
政
府
は
、
そ
れ
ら
の
条
約
締
結
以
前
に
、
韓
国
政
府
の
了
承
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
韓
国
政
府
に
照
会
し
、

承
認
を
え
た
形
跡
は
ま

っ
た
く
な
い
。
先
約
の

「日
韓
議
定
書
」

へ
の
明
白
な
条
約
違
反
で
あ
る
。

国
際
法
上
、
先
行
条
約
と

「
相
容
レ
サ
ル
後
ノ
条
約

ハ
効
力
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
。
少
ク
ト
モ
其
ノ
直
接

二
抵
触

ス
ル
部
分

ハ
無
効

(16

)

タ
ル

ヘ
シ
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
法
理
を
適
用
す
れ
ぽ
、
日
本
の
韓
国
に
対
す
る

「指
導
、
監
理
及
保
護
」
を
認
め
た

「第
二
回

日
英
同
盟
協
約
」
第
三
条
お
よ
び

「
日
露
講
和
条
約
」
第
二
条
は
無
効
と
な
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
ら
の
条
約
を
前
提
と
し
て
締
結
さ

れ
た

「第
二
次
日
韓
協
約
」
締
結
に
も
重
大
な
疑
義
が
生
じ
よ
う
。

一
般
に
条
約
は
締
盟
国
の
み
を
拘
束
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
の
条
約
が

「第
三
国
ノ
法
律
上
ノ
権
利

ヲ
侵
害

シ
、
第
三
国

ノ
安

(17
)

.

28

全
ヲ
威
脅
シ
、
国
際
法
ノ
定
則
ヲ
侵

ス
場
合

二
八
、
其
ノ
国

ハ
干
渉
ス
ル
事
力
出
来
ル
」

の
で
あ
る
。
韓
国
が
日
英
両
国
と
先
に
結
ん
だ

条
約

に
対
す
る
違
反
と
、
「日
英
同
盟
協
約
」
上
の
第
三
国
と
し
て
の
権
利
侵
害
等
に
対
す
る
抗
議
を
行

っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

「第

二
回
日
英
同
盟
協
約
」
締
結
後
の

一
〇
月
中
旬
、
韓
国
外
相
は
、
駐
韓
日
英
両
国
公
使
に

「同
盟
条
約
中
韓
国

ノ
地
位

二
関

シ
テ

(
18
)

規
定

ス
ル
所

ハ
、
従
前
ノ
約
旨

二
違
反
ス
ル
不
当
ノ
条
約
ナ
リ
」
と
抗
議
し
た
。
二
人
の
公
使
は
こ
の
抗
議
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
萩

原
守

一
臨
時
代
理
公
使

(林
公
使
は
帰
国
中
)

は

「何
等
ノ
措
置
ヲ
採
ラ
ス
シ
テ

「イ
グ
ノ
ヲ
ア
」

ス
ル
様
」
と
述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
公
使

(19

)

と
合
意
し
た
。
無
視
し
た
の
で
あ
る
。

(
20
)

条
約
違
反
で
あ
れ
ば
、
韓
国
政
府
は

「違
反
の
事
実
を
知
り
て
後
、
相
当
の
期
間
の
内
に
之
を
行
使
」
し
、
「
日
韓
議
定
書
」
を
廃
棄
す

る
条
約
解
除
権
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
抗
議

に
と
ど
ま
り
解
除
権
行
使
に
い
た
ら
な
か

っ
た
の
は
、
日
本
の
軍
事

占
領
下
で
あ

っ
た
た
め
だ
け
で
な
く
、
翌

一
一
月
上
旬
か
ら
始
ま
る

「第
二
次
日
韓
協
約
」
強
制
交
渉
に
押
し
潰
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。



調

印

の

翌

一
九

〇

六
年

、

パ

リ
大

学

法

学

部

講

師

フ

ラ

ン

シ

ス

・
レ
イ

は

『
国
際

公
法

総

合

雑
誌

』

さ

ミ
恥
O
§

"
、
ミ
恥

§

b
、
ミ
、
ミ

」

ミ

蕊
ミ
画§

ミ

ミ

守
、苛

第

二

二
巻

に

「
韓

国

の
国

際

状

況
」

い
鋤

Qo
一ε
巴

o
昌

・言
8
「
§

件
ざ
自
動
δ

創
Φ

冨

O
o
「
①
o

と

い
う

論

文
を

書

き

、

韓

(21
)

国
の
保
護
国
制
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
論
拠
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

第

一
点
は
、
「第
二
次
日
韓
協
約
」

の
調
印
が

「
日
本
と
い
う
文
明
国
家
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な

い
精
神
的
、
身
体
的
暴
力
に
よ

っ
て
韓

国
政

府
に
押
し
付
け
た
も
の
」
で
あ
り
、
こ
の
条
約
の

「
無
効
を
断
言
す
る
こ
と
を
、
私
は
た
め
ら
わ
な
い
」
と

レ
イ
も
い
う
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
彼
が
無
効
性
を
強
調
し
て
い
る
の
ば
、
本
稿
で
も
ふ
れ
た

「
日
韓
議
定
書
」
第
五
条
に
い
う
第
三
国

と
の
協
約
締
結
に

際
し
て
の
日
韓
両
国
間
の
相
互
承
認
規
定
を
無
視
し
た

「第
二
回
日
英
同
盟
協
約
」
と

「
日
露
講
和
条
約
」
の
締
結
で
あ
る
。

レ
イ
は
い

う
。
「
日
本
は
、

一
九
〇
五
年

一
U
月

一
七
日
の
条
約

(第
二
次
日
韓
協
約
-
引
用
者
注
)
締
結
以
前
に
、
第
三
国
と

の
条
約
に
よ

っ
て
、

既
に
そ
れ
ま
で
の
誓
約
を
破
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
約
は
そ
れ
自
身
二
つ
の
無
効
条
項
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、

韓
国
政
府
の
同
意
の
欠
如
、
お
よ
び
韓
国
に
対
し
て
日
本
が
負

っ
て
い
た
保
障
の
義
務
の
侵
犯
で
あ
る
」
と
。

第
二
点
は
、
日
本
政
府
が
し
ぼ
し
ぽ

「宣
言
お
よ
び
条
約
上
に
厳
粛
に
記
録
し
た
」
韓
国
の
独
立
と
保
護
国
制
と
の

「絶
対
的
矛
盾
」

で
あ
る
。
「
一
八
九
四
年
以
来
、
日
本
は
…
…
韓
国
の
独
立
性
を
認
め
る
国
際
条
約
を
少
な
く
と
も
四
つ
以
上
締
結
し
た
」
。
四
つ
以
上
の

条
約
と
は
、

一
八
九
四
年
八
月
二
六
日
調
印
の

「大
日
本

・
大
朝
鮮
両
国
同
盟
約
」
第

一
条
、

一
八
九
五
年
四
月

一
七
日
調
印
の

「日
清

購
和
条
約
」
第

一
条
、

一
八
九
八
年
四
月
二
五
日
調
印
の

「朝
鮮
問
題
に
関
す
る
議
定
書
」
(西

・
ロ
ー
ゼ
ソ
協
定
)
第

一
条
、

一
九
〇
二

年

一
月
三
〇
日
調
印
の

「第

一
回
日
英
同
盟
協
約
」
第

一
条
と
、
そ
れ
に
加
え
て

「
日
韓
議
定
書
」
第
三
条
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
宣
言

・

誓
約

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は

「第
二
次
日
韓
協
約
」
に
よ
り
、
韓
国
に
対
し
て
保
護
国
制
を
強
制
し
た
。

「保
護
国
制
は
独
立

と
は
両
立
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
保
護
国
制
は
被
保
護
国
の
外
交
主
権
の
放
棄
、
す
な
わ
ち
明
白
に
そ
の
独
立
性
の
放
棄
を
も
た
ら
す
か

ら
で
あ
る
」。

つ
づ
け
て
い
う
。
「被
保
護
国
の
承
認
が
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
る
た
め
の
条
約
と
い
う
幻
影
の
も
と
に
隠
蔽
さ
れ
て
は
い

29



て
も
、
権
利
の
侵
害
が
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
残
念
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
が

レ
イ

の
あ
げ

る

コ

九
〇
五
年
条
約
無
効

の
第
二
の
理

」

由

」

で

あ

る
。

注(
1
)

外
務
省
編

『
日
本
外
交
文
書
』

三
七
巻

一
冊

(
一
九
五
八
年
)
三
五

一
i
三
五
六
ぺ
:
ジ
。

(2
)

「
第

一
次
日
韓
協
約
」
は
次

の
と
お
り
。
同
右
、
三

六
九

ぺ
:
ジ
。

日

韓

協

約

一

韓
国
政
府

ハ
、

日
本
政
府

ノ
推
薦

ス

ル
日
本
人

一
名

ヲ
財
務
顧
問
ト

シ
テ
韓

国
政
府

二
傭
聰

シ
、

財
務

二
関

ス
ル
事
項

ハ
、

総

テ
其

意
見

ヲ
詞

ヒ
施
行

ス

ヘ
シ
。

一

韓
国
政
府

ハ
、

日
本
政
府

ノ
推
薦

ス
ル
外
国
人

一
名

ヲ
外
交
顧

問
ト
シ
テ
外
部

二
傭
聰

シ
、

外
交

二
関

ス
ル
要
務

ハ
、

総

テ
其
意
見

ヲ
訥

ヒ
施

行

ス

ヘ
シ
。
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一

韓
国
政
府

ハ
、
外

国
ト

ノ
条
約
締
結
、

其
他
重
要

ナ

ル
外
交
案
件
、

即
外

国
人

二
樹

ス
ル
特
権
譲
与
、

若

ク

ハ
契
約
等

ノ
処
理

二
関

シ
テ

ハ
、

予

メ
β
本
政
府

ト
協
議

ス

ヘ
シ
。

明
治
三
十

七
年

八
月

二
十

二
日

特
命

全
権
公
使

林

権

助

(印
)

光
武
八
年

八
月

二
十

二
日

外
部
大
臣
署
理

サ

致

昊

(印
)

(
3
)

前

掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
七
巻

一
冊
三
六

一
ペ
ー
ジ
。

「韓

国
政
府

二
財
務
監
督
及
外
交
顧
問
傭
聰

二
村
交
渉

ノ
件
」。

(
4
)

同
右
、
三

六
三

ぺ
:
ジ
。
「
財
務
監
督

ヲ
財
務
顧

問
ト
変
更
方

韓
国
側

ヨ
リ
希
望
申
出

ノ
件
」
。

(
5
)

同
右
、
三
六
三

べ
ー
ジ
。

「韓

国
が
重
要
外
交
案
件

二
付

日
本
代
表
者

ト
ノ
協
議

ヲ
約

ス
ル
条
項

二
対

シ
韓
国
要
人
反
対

ノ
件
」
。

(
6
)

同
右
、
三
六
三
-
三
六
四

ペ
ー
ジ
。

「韓
国
財
務
及
外
交
顧
問
傭
聰

二
関

ス
ル
日
韓
覚
書
調
印

ノ
件
」
。

(
7
)

同
右
、

三
六
七
ペ
ー
ジ
。

「重
要
案
件

二
関

シ
日
本
政
府

ト
協
議

ヲ
約

ス
ル
日
韓
覚
書
調
印

ノ
件
」。



(
8
)

同
右
、

三
七
三
ペ
ー
ジ
。

「
目
賀

田
韓

国
財
政
顧
問
傭
聰
契
約
書
調
印

ノ
件

」。

(
9
)

同
右
、

三
七
八
ペ
ー
ジ
。

「外
交
顧
問
傍
聴
契
約
調
印
済

ノ
件
」。

(
10
)

外

務
省
編

『
日
本
外
交
年
表
蚊
主
要
文
書
』

(
一
九
六
五
年
、

原
書
房
)
二
三
三
-

二
三
四
ぺ
:
ジ
。

(
11
)

外

務
省
編

『
日
本
外
交
文
書
』

三
八
巻

一
冊

六
二
ペ
ー
ジ
。

(
12
)

韓

国
教
育
部
国
史
編
纂
委
員
会
編

『
駐
輪

日
本
公
使
館
記
録
』

二
五

(
一
九
九
二
年
)

二

一
八
-

一
=

九

ペ
ー
ジ
。

(
13
)

前

掲

『
日
本
外
交
年
表

蛙
主
要
文
書
』

二
四
五

ペ
ー
ジ
。

(
14
)

前

掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
五
二
〇

1
五
二

一
ペ
ー
ジ
。
「
米
国
大
統
領

日
本

ノ
韓
国
保
護

二
付
キ
賛
成

ノ
件
」。

(
15
)

前

掲

『小
村
外
交
史
』
七

一
九

ペ
ー
ジ
。

(
16
)

高
橋
作
衛

『
平
時

国
際
法
論
』

(三
版
、

一
九
〇
四
年
、
日
本

大
学
)

六
九

ニ
ペ
ー
ジ
。

(
17
)

泉
哲

『
国
際
法
問
題
研
究
』

(
一
九
二
四
年
、

巌
松
堂
書
店
)

一
二
八
ペ
ー
ジ
。

(
18
)

前

掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
五
二
四

ペ
ー
ジ
。

「
日
英
同
盟
条
約
中
韓
国

二
関

ス
ル
規
定

二
付
韓
外
部
大
臣

ヨ
リ
英

国
公
使

二
抗
議

ノ

件
」
。
朴
股
植

『韓

国
痛
史
』
六
七

ペ
ー
ジ
に
は
、
朴

齊
純
外
相

が
駐
韓

イ
ギ
リ
ス
公
使

に
送

っ
た
照
会
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
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(
19
)

前

掲

『
日
本
外
交
文
書
』
三
八
巻

一
冊
五
二
四

ペ
ー
ジ
。

・
(
20
)

立
作
太
郎

『
平
時
国
際
法
論
』

(
一
九
三
〇

年
、

日
本

評
論
社
)
五
八
四

ペ
ー
ジ
。

(
21
)

海
野
福
寿
解
説

・
日
本

の
戦
争
責
任
資
料

セ
ン
タ
ー
訳

「
フ
ラ

ン

シ

ス

・
レ
イ

「
韓
国
の
国
際

状
況
」
1

国
際
法

か
ら

み
た
韓

国
保
護
条
約
無

効
論
1
」

(『
季
刊

・
戦
争
責
任
研
究
』
二
号
所
収
)
。

六

む
す
び

「第
二
次
日
韓
協
約
」
無
効
論
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え

て
き

た
。
第

一
の
論
拠
で
あ
る
韓
国
皇
帝
お
よ
び
閣
僚
に
対
し
て
行

っ

た
暴
力
的
強
制
調
印
を
論
拠
と
す
る
無
効
論
に
は
異
論
を
さ
し
挟
む
余
地
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
第
一.一の
論
拠
で
あ
る
条
約
形
式
の
手

続
き
上
の
不
備

・
欠
格
を
論
拠
と
す
る
無
効
論
に
は
論
証
の
不
十
分
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
私
は
、
む
し
ろ
帝
国
主
義
諸
国
間
の
申
し
合
わ



せ
で
あ
る
国
際
法
に
精
通
し
て
い
た
日
本
政
府

(外
務
当
局
)
は
、
そ
の
時

々
に
応
じ
て
条
約
形
式
を
使
い
分
け
、
不
当
で
は
あ
る
が
国

際
的

・
国
内
的
に
は
そ
の
限
り
で

「合
法
的
」
な
条
約
を
結
ん
だ
も

の
と
考
え
る
。

し
か
し
、
条
約
の
法
的
形
式
を
い
か
に
合
法
的
に
見
せ
か
け
て
も
、
自
ら
先
行
条
約
に
対
す
る
違
反
と
い
う
国
際
法
上
の
重
大
な
不
法

行
為

を
犯
し
た
。
そ
の
非
合
法
的

・
非
道
徳
的
行
為
と
韓
国
の
権
利
侵
害
こ
そ

「第
二
次
日
韓
協
約
」
を
不
法
と
す
る
、
も
う

一
つ
の
論

拠
と
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

フ
ラ
ン
シ
ス
・
レ
イ
は
、
前
掲
論
文
の
中
で

「日
韓
議
定
書
」
締
結
以
降
の
日
本
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
条
文

(日
韓
議
定
書
-
筆
者
注
)
に
含
ま
れ
る
誓
約
は
相
互
に
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
韓
国
が
こ
の
条
項
に
違
反
す
る
こ
と

が

で
き
な
い
な
ら
ぽ
、
な
ぜ
日
本
だ
け
が
こ
の
条
項
か
ら
免
れ
る
権
利
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
強
力
な
処
罰
が
な

い
か

ぎ

り
、
強
大
国
が
弱
小
国
と
条
約
を
締
結
し
た
場
合
、
弱
小
国
の
側
は
義
務
を
守
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
に
、
強
大
国
は
自
由
に
そ

の
拘
束
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
条
約
を
締
結
す
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う

か
。
あ
た
か
も
弱
小
国
は
強
大
な
隣
国
の
意
の
ま
ま
で
あ
り
、
法
的
形
式
を
と
る
の
は
偽
善
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」

'そ
う
、
韓
国
保
護
国
化
の
過
程
に
あ
ら
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
条
約
は
、
法
的
形
式
を
装

っ
た

「偽
善
」
で
あ

っ
た
。
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本
稿

の

一
部

は
、
拙
稿

二

九
〇

五
年
日
韓
協
約
無
効
論

に

つ
い
て
1
条
約

の
形
式
か
ら
み
た
一
」

(『
青

丘
』

一
七
号
)
と
重
複
す

る
。

ま
た
、

フ
ラ

ン
シ

ス

・
レ
イ
の
論
文
翻
訳

に
つ
い
て
は
、

日
本

の
戦
争
責

任
資
料

セ
ン
タ
ー
、

文
学
部
助
教
授

玉
井
崇
氏
、

附
属

図
書
館
文
献
情
報
課
浮
塚
利
夫
氏
、

大
学
院

学
生
鄭
大
成
氏

の
ご
協
力
を
え
た
。

記
し
て
感
謝

の
意

を
表

し
た
い
。

(明

治

大

学

文

学

部

教

授
)



The``SecondJapanese-KoreanConvention,,in1905

UNNOFukuju

InthenegotiationsforthediplomaticnormalizationbetweenJapanand

theDemocraticPeople'sRepublicofKorea(PRK),thePRKinsiststhat

sincetheJapaneseruleoverKoreainthepastwasconductedwithoutlegal

basis,itcannotbedefinedasacolonialcontrol,butasanillegalmilitarly

enforced.occupation.Thisstance'is,clearlyinconflictwiththeJapanese

theoryofthelegalannexatiohofKorea.

ThePRKregardstheconclusionofthe"SecondJapanese-KoreanConven・

.1tion",whichcameaspreparatorytotheTreatyRegardingtheAnnexation

ofKoreatotheEmpireofJapan,asaviolationofinternationallaw .Having

viewedtheconventionasinvalidfromtheverybeginning,thePRKdenied

theJapanesecolonialcontroloverKorea.

Thefirstreasonfortheinvalidityisthatthesigningoftheconvention

wasconductedbyforce.IToHirobulni,AmDassadorextraordinary
,and

others,notonlyintimidatedthegovernmentbymobilizingtheJapanese

armybutalsousedthreateninglanguagetotheKoreanministerinperson
,

and」brcεdhi皿tosigntheconvention.Thisactivityisclearlya.violation

ofinternationallaw,andthereforethetreayconcludedistobeinterprete(童

asinvalid.

ThesecondreasonisbasedontheinterpretationbyKore.anandPRK's

historians.thatthe"SecondJapanese-KoreanConvention"wasnotaccompa。 .
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viedby'theratificationinstrumentbytheKoreanEmperor,andwasthere・ F
foreimperfectanddisqualified.inform.Inoppositiontothistheory,theau・

thorquestionsthis,becausetherecanbeconventionsbetweennationsin

thebroadersenseoftreatieswhichneednoratification.

Thethirdreason,whichtheauthorwouldliketoaddinthispaper,is

thatthe"SecondJapanese-KoreanCdnvention"isaviolationofthetreaties

JapanhadconcludedwithKoreaandotherforeigncountries.Theprotec・

tiveclauseinthe"SecondJapanese-KoreanConvention"isinconflictwith

theguaranteeofKoreanindependencewhichtheJapanesegovernmentoften

declaredsillcethe"TreatyofPeaceandFriendshipbetweentheEmpireof

JapanandKingdo皿ofCorea"in1876.NotwithstandingthatbothJapanand

Koreapromisednottoconcludetピeatieswiththirdpartieswithoutmutual

recognitioninthe"ProtocolbetweenJapanandKorea鱒in1904,theJapanese

government,withoutinformingtheKoreangovernment,gotGreatBritain

andRussiatorecognizeJapanesesuperiorcontrolovertheKoreanpeninsu・

1ainthe"SecondAnglo-Japanese・AlliedAgreement"in1905andthe"Rus・

so-JapanesePeaceTreaty".Thisisaviolationofthetreaty,andtheKo・

reangovernmentprotestedagainstitatthattime.

The"SecondJapanese-KoreanConvention,"asdemonstratedabove,isan

illegitimatetreatywhichwasconcludedinviolationofnationarsovereignty、

andinternationallaw.
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